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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　単一ストリームを利用してアップリンクを送信するステップと、
　前記アップリンク上でのパケットの復号の不成功を示すHARQフィードバック(510)を受
信するステップと、
　双対ストリームを送信せよという命令を受信するステップと、
　前記命令を受信した後、前記双対ストリームを利用した前記アップリンクの送信を見合
わせ、HARQ肯定応答が前記復号の不成功に対応して受信されるまで、前記単一ストリーム
を利用した前記アップリンクの前記送信を維持するステップとを含み、
　前記双対ストリームの各ストリームに割り当てられる電力は、前記単一ストリームが有
する電力より小さい、方法。
【請求項２】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　一次ストリームおよび二次ストリームを利用してMIMOアップリンクを送信するステップ
と、
　前記二次ストリーム上での復号の不成功と前記一次ストリームでの復号の成功とを示す
ＨＡＲＱフィードバックを受信するステップと、
　前記復号の不成功に対応するHARQ再送信を前記二次ストリームで送信するステップと、
　前記一次ストリームで後続のパケットを送信しながら、前記二次ストリームで前記HARQ
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再送信の前記送信を継続するステップと、
を含み、前記後続のパケットを送信する際の前記一次ストリームの利用可能な電力が、双
対ストリーム送信のためにサポートされる最小のトランスポートブロックサイズを搬送す
るための最小の電力よりも大きい、方法。
【請求項３】
　単一ストリームを利用してアップリンクを送信するための手段と、
　前記アップリンク上でのパケットの復号の不成功を示すHARQフィードバック(510)を受
信するための手段と、
　双対ストリームを送信せよという命令を受信するための手段と、
　前記双対ストリームを利用した前記アップリンクの送信を見合わせ、HARQ肯定応答が前
記復号の不成功に対応して受信されるまで、前記単一ストリームを利用した前記アップリ
ンクの前記送信を維持するための手段とを含み、
　前記双対ストリームの各ストリームに割り当てられる電力は、前記単一ストリームが有
する電力より小さい、ワイヤレスユーザ機器。
【請求項４】
　一次ストリームおよび二次ストリームを利用してMIMOアップリンクを送信するための手
段と、
　前記二次ストリーム上での復号の不成功と前記一次ストリームでの復号の成功とを示す
ＨＡＲＱフィードバックを受信するための手段と、
　前記復号の不成功に対応するHARQ再送信を前記二次ストリームで送信するための手段と
、
　前記一次ストリームで後続のパケットを送信しながら、前記二次ストリームで前記HARQ
再送信の前記送信を継続するための手段とを含み、前記後続のパケットを送信する際の前
記一次ストリームの利用可能な電力が、双対ストリーム送信のためにサポートされる最小
のトランスポートブロックサイズを搬送するための最小の電力よりも大きい、ワイヤレス
ユーザ機器。
【請求項５】
　コンピュータに、
　単一ストリームを利用してアップリンクを送信させ、
　前記アップリンク上でのパケットの復号の不成功を示すHARQフィードバック(510)を受
信させ、
　双対ストリームを送信せよという命令を受信させ、
　前記命令を受信した後、前記双対ストリームを利用した前記アップリンクの送信を見合
わせ、HARQ肯定応答が前記復号の不成功に対応して受信されるまで、前記単一ストリーム
を利用した前記アップリンクの前記送信を維持させるための命令を含み、
　前記双対ストリームの各ストリームに割り当てられる電力は、前記単一ストリームが有
する電力より小さい、コンピュータ可読記録媒体。
【請求項６】
　コンピュータに、
　一次ストリームおよび二次ストリームを利用してMIMOアップリンクを送信させ、
　前記二次ストリーム上での復号の不成功と前記一次ストリームでの復号の成功とを示す
ＨＡＲＱフィードバックを受信させ、
　前記復号の不成功に対応するHARQ再送信を前記二次ストリームで送信させ、
　　前記一次ストリームで後続のパケットを送信させながら、前記二次ストリームで前記
ＨＡＲＱ再送信の前記送信を継続させるための命令を含み、前記後続のパケットを送信す
る際の前記一次ストリームの利用可能な電力が、双対ストリーム送信のためにサポートさ
れる最小のトランスポートブロックサイズを搬送するための最小の電力よりも大きい、コ
ンピュータ可読記録媒体。
【請求項７】
　一次仮想アンテナ(610)および二次仮想アンテナ(612)を送信するための送信機(2156)と
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、
　前記送信機(2156)を制御するための少なくとも1つのプロセッサ(2190)と、
　前記少なくとも1つのプロセッサに結合されるメモリ(2192)とを含むワイヤレスユーザ
機器であって、
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記一次仮想アンテナ(610)と前記二次仮想アンテナ(612)のうちの1つを利用してアッ
プリンクを送信し、
　前記アップリンク上でのパケットの復号の不成功を示すHARQフィードバック(510)を受
信し、
　前記一次仮想アンテナ(610)と前記二次仮想アンテナ(612)の両方を利用して前記アップ
リンクを送信せよという命令を受信し、
　前記命令を受信した後、双対ストリームを利用した前記アップリンクの送信を見合わせ
、HARQ肯定応答が前記復号の不成功に対応して受信されるまで、前記一次仮想アンテナ(6
10）と前記二次仮想アンテナ(612)のうちの前記1つを利用した前記アップリンクの前記送
信を維持するように構成され、
　前記双対ストリームの各ストリームに割り当てられる電力は、単一ストリームが有する
電力より小さい、ワイヤレスユーザ機器。
【請求項８】
　一次仮想アンテナ(610)および二次仮想アンテナ(612)を送信するための送信機(2156)と
、
　前記送信機(2156)を制御するための少なくとも1つのプロセッサ(2190)と、
　前記少なくとも1つのプロセッサに結合されるメモリ(2192)とを含むワイヤレスユーザ
機器であって、
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記一次仮想アンテナ(610)および前記二次仮想アンテナ(612)を利用してMIMOアップリ
ンクを送信し、
　前記二次仮想アンテナ(612)での復号の不成功と前記一次仮想アンテナ(610)での復号の
成功とを示すHARQフィードバックを受信し、
　前記復号の不成功に対応するHARQ再送信を前記二次仮想アンテナ(612)で送信し、
　前記一次仮想アンテナ(610)で後続のパケットを送信しながら、前記二次仮想アンテナ(
６１２)での前記HARQ再送信の前記送信を継続するように構成され、前記後続のパケット
を送信する際の前記一次仮想アンテナ(610)の利用可能な電力が、双対ストリーム送信の
ためにサポートされる最小のトランスポートブロックサイズを搬送するための最小の電力
よりも大きい、ワイヤレスユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、内容の全体が参照によって本明細書に組み込まれる、2010年11月8日に米国
特許商標庁に出願された、仮特許出願第61/411,454号の優先権および利益を主張する。
【０００２】
　本開示の態様は、一般に、ワイヤレス通信システムに関し、より具体的には、アップリ
ンクMIMOシステムにおけるHARQ再送信の存在下でのアップリンク送信のスケジューリング
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　電話、ビデオ、データ、メッセージング、放送などの様々な通信サービスを提供するた
めに、ワイヤレス通信ネットワークが広範囲に配備されている。そのようなネットワーク
は、たいていは多元接続ネットワークであり、利用可能なネットワークリソースを共有す
ることによって、複数のユーザ向けの通信をサポートする。そのようなネットワークの一
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例は、UMTS Terrestrial Radio Access Network(UTRAN)である。UTRANは、第3世代パート
ナーシッププロジェクト(3GPP)によってサポートされる第3世代(3G)携帯電話技術である
、Universal Mobile Telecommunications System(UMTS)の一部として定義される無線アク
セスネットワーク(RAN)である。UMTSは、Global System for Mobile Communications(GSM
(登録商標))技術の後継であり、広帯域符号分割多元接続(W-CDMA)、時分割符号分割多元
接続(TD-CDMA)、および時分割同期符号分割多元接続(TD-SCDMA)などの様々なエアインタ
ーフェース規格を現在サポートしている。UMTSは、関連するUMTSネットワークのデータ転
送の速度および容量を向上させる高速パケットアクセス(HSPA)のような拡張3Gデータ通信
プロトコルもサポートする。
【０００４】
　モバイルブロードバンドアクセスに対する要望が増し続けるにつれて、研究開発は、モ
バイルブロードバンドアクセスに対する高まる要望を満たすためだけでなく、モバイル通
信によるユーザ経験を進化させ拡張させるためにも、UMTS技術を進化させ続けている。
【０００５】
　たとえば、UMTS技術のための3GPP規格の最近のリリースは、ダウンリンク送信のための
多入力多出力(MIMO)を含んでいる。MIMOは、使用するスペクトルの相応の増加を必要とせ
ずに、送信におけるスループットの増大を可能にし得る。それは、2つのストリームを同
じキャリア周波数で送信することができ、その周波数において2つのストリームが、空間
的に別々のアンテナから送信されることによって、空間的に分離されるからである。この
ようにして、送信時間間隔当たり双対のトランスポートブロックを送信することによって
、スペクトル効率を実質的に2倍にすることが実現され得る。
【０００６】
　さらに、3GPP規格の本体における関心は最近、UMTS規格内の高速パケットアクセス(HSP
A)ネットワークのための特定のアップリンクビームフォーミング送信ダイバーシティ(BFT
D)方式に向けられており、この方式では、モバイル端末は2つの送信アンテナおよび2つの
電力増幅器をアップリンク送信のために利用する。この方式は、ネットワークの制御下で
閉ループモードにて実装されると、セル端でのユーザ体験の大きな改善、さらにはシステ
ム性能の全体的な改善を示す。しかし、研究されてきた方式では、モバイル端末は、2つ
のアンテナの間の単一ストリーム送信に限定されていた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、アップリンク送信のスループットおよびスペクトル効率を向上させるため
に、双対のトランスポートブロックが同じ送信時間間隔の間に同じキャリア周波数で送信
され得るように、アップリンク送信のためのMIMOを実装することが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示の様々な態様は、ワイヤレス通信システムにおけるアップリンクMIMO送信を実現
する。いくつかの特定の態様では、アップリンクMIMO送信のスケジューリングは、様々な
要因に基づいて、単一ストリーム、すなわちrank=1送信か、双対ストリーム、すなわちra
nk=2送信かを決定することができる。さらに、不成功のパケットのHARQ再送信の存在下で
、単一ストリーム送信と双対ストリーム送信を切り替えるとき、スケジューリング関数が
、単一ストリーム送信でHARQ再送信を送信するか、または、一方のストリームでHARQ再送
信を送信しながらもう一方のストリームで新たなパケットを送信するかを、決定すること
ができる。
【０００９】
　たとえば、一態様では、本開示は、第1のストリームおよび第2のストリームを利用して
MIMOアップリンクを送信するステップと、第1のストリームでのパケットの復号の不成功
および第2のストリームでのパケットの復号の成功を示すHARQフィードバックを受信する
ステップと、単一ストリームのみで送信せよという命令を受信するステップと、第2のス
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トリームから第1のストリームへ電力を割り当てるステップと、第1のストリームでのパケ
ットの復号の不成功に対応するHARQ再送信を第1のストリームで送信するステップとを含
む、ワイヤレス通信の方法を提供する。
【００１０】
　本開示の別の態様は、第1のストリームおよび第2のストリームを利用してMIMOアップリ
ンクを送信するステップと、第1のストリームでのパケットの復号の不成功および第2のス
トリームでのパケットの復号の成功を示すHARQフィードバックを受信するステップと、単
一ストリームのみで送信せよという命令を受信するステップと、第1のストリームから第2
のストリームへ電力を割り当てるステップと、第1のストリームでのパケットの復号の不
成功に対応するHARQ再送信を第2のストリームで送信するステップとを含む、ワイヤレス
通信の方法を提供する。
【００１１】
　本開示の別の態様は、単一ストリームを利用してアップリンクを送信するステップと、
アップリンクでのパケットの復号の不成功を示すHARQフィードバックを受信するステップ
と、双対ストリームを送信せよという命令を受信するステップと、HARQ肯定応答が復号の
不成功に対応して受信されるまで、単一ストリームを利用したアップリンクの送信を維持
するステップとを含む、ワイヤレス通信の方法を提供する。
【００１２】
　本開示の別の態様は、一次ストリームおよび二次ストリームを利用してMIMOアップリン
クを送信するステップと、二次ストリームでの復号の不成功および一次ストリームでの復
号の成功を示すHARQフィードバックを受信するステップと、二次ストリームでの復号の不
成功に対応するHARQ再送信を送信するステップとを含む、ワイヤレス通信の方法を提供し
、一次ストリームの利用可能な電力は、一次ストリームに対して許可された電力よりも小
さい。
【００１３】
　本開示の別の態様は、第1のストリームおよび第2のストリームを利用してMIMOアップリ
ンクを送信するための手段と、第1のストリームでのパケットの復号の不成功および第2の
ストリームでのパケットの復号の成功を示すHARQフィードバックを受信するための手段と
、単一ストリームのみで送信せよという命令を受信するための手段と、第2のストリーム
から第1のストリームへ電力を割り当てるための手段と、第1のストリームでのパケットの
復号の不成功に対応するHARQ再送信を第1のストリームで送信するための手段とを含む、
ワイヤレスユーザ機器を提供する。
【００１４】
　本開示の別の態様は、第1のストリームおよび第2のストリームを利用してMIMOアップリ
ンクを送信するための手段と、第1のストリームでのパケットの復号の不成功および第2の
ストリームでのパケットの復号の成功を示すHARQフィードバックを受信するための手段と
、単一ストリームのみで送信せよという命令を受信するための手段と、第1のストリーム
から第2のストリームへ電力を割り当てるための手段と、第1のストリームでのパケットの
復号の不成功に対応するHARQ再送信を第2のストリームで送信するための手段とを含む、
ワイヤレスユーザ機器を提供する。
【００１５】
　本開示の別の態様は、単一ストリームを利用してアップリンクを送信するための手段と
、アップリンクでのパケットの復号の不成功を示すHARQフィードバックを受信するための
手段と、双対ストリームを送信せよという命令を受信するための手段と、HARQ肯定応答が
復号の不成功に対応して受信されるまで、単一ストリームを利用したアップリンクの送信
を維持するための手段とを含む、ワイヤレスユーザ機器を提供する。
【００１６】
　本開示の別の態様は、一次ストリームおよび二次ストリームを利用してMIMOアップリン
クを送信するための手段と、二次ストリームでの復号の不成功および一次ストリームでの
復号の成功を示すHARQフィードバックを受信するための手段と、二次ストリームでの復号
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の不成功に対応するHARQ再送信を送信するための手段とを含む、ワイヤレスユーザ機器を
提供し、一次ストリームの利用可能な電力は、一次ストリームに対して許可された電力よ
りも小さい。
【００１７】
　本開示の別の態様は、コンピュータに、第1のストリームおよび第2のストリームを利用
してMIMOアップリンクを送信させ、第1のストリームでのパケットの復号の不成功および
第2のストリームでのパケットの復号の成功を示すHARQフィードバックを受信させ、単一
ストリームのみで送信せよという命令を受信させ、第2のストリームから第1のストリーム
へ電力を割り当てさせ、第1のストリームでのパケットの復号の不成功に対応するHARQ再
送信を第1のストリームで送信させるための命令を有する、コンピュータ可読媒体を含む
コンピュータプログラム製品を提供する。
【００１８】
　本開示の別の態様は、コンピュータに、第1のストリームおよび第2のストリームを利用
してMIMOアップリンクを送信させ、第1のストリームでのパケットの復号の不成功および
第2のストリームでのパケットの復号の成功を示すHARQフィードバックを受信させ、単一
ストリームのみで送信せよという命令を受信させ、第1のストリームから第2のストリーム
へ電力を割り当てさせ、第1のストリームでのパケットの復号の不成功に対応するHARQ再
送信を第2のストリームで送信させるための命令を有する、コンピュータ可読媒体を含む
コンピュータプログラム製品を提供する。
【００１９】
　本開示の別の態様は、コンピュータに、単一ストリームを利用してアップリンクを送信
させ、アップリンクでのパケットの復号の不成功を示すHARQフィードバックを受信させ、
双対ストリームを送信せよという命令を受信させ、HARQ肯定応答が復号の不成功に対応し
て受信されるまで、単一ストリームを利用したアップリンクの送信を維持させるための命
令を有する、コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品を提供する。
【００２０】
　本開示の別の態様は、コンピュータに、一次ストリームおよび二次ストリームを利用し
てMIMOアップリンクを送信させ、二次ストリームでの復号の不成功および一次ストリーム
での復号の成功を示すHARQフィードバックを受信させ、二次ストリームでの復号の不成功
に対応するHARQ再送信を送信させるための命令を有する、コンピュータ可読媒体を含むコ
ンピュータプログラム製品を提供し、一次ストリームの利用可能な電力は、一次ストリー
ムに対して許可された電力よりも小さい。
【００２１】
　本開示の別の態様は、一次仮想アンテナおよび二次仮想アンテナを送信するための送信
機と、送信機を制御するための少なくとも1つのプロセッサと、少なくとも1つのプロセッ
サに結合されたメモリとを含む、ワイヤレスユーザ機器を提供する。ここで、少なくとも
1つのプロセッサは、第1のストリームおよび第2のストリームを利用してMIMOアップリン
クを送信し、第1のストリームでのパケットの復号の不成功および第2のストリームでのパ
ケットの復号の成功を示すHARQフィードバックを受信し、単一ストリームのみで送信せよ
という命令を受信し、第2のストリームから第1のストリームへ電力を割り当て、第1のス
トリームでのパケットの復号の不成功に対応するHARQ再送信を第1のストリームで送信す
るように構成される。
【００２２】
　本開示の別の態様は、一次仮想アンテナおよび二次仮想アンテナを送信するための送信
機と、送信機を制御するための少なくとも1つのプロセッサと、少なくとも1つのプロセッ
サに結合されたメモリとを含む、ワイヤレスユーザ機器を提供する。ここで、少なくとも
1つのプロセッサは、第1のストリームおよび第2のストリームを利用してMIMOアップリン
クを送信し、第1のストリームでのパケットの復号の不成功および第2のストリームでのパ
ケットの復号の成功を示すHARQフィードバックを受信し、単一ストリームのみで送信せよ
という命令を受信し、第1のストリームから第2のストリームへ電力を割り当て、第1のス
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トリームでのパケットの復号の不成功に対応するHARQ再送信を第2のストリームで送信す
るように構成される。
【００２３】
　本開示の別の態様は、一次仮想アンテナおよび二次仮想アンテナを送信するための送信
機と、送信機を制御するための少なくとも1つのプロセッサと、少なくとも1つのプロセッ
サに結合されたメモリとを含む、ワイヤレスユーザ機器を提供する。ここで、少なくとも
1つのプロセッサは、一次仮想アンテナと二次仮想アンテナのうちの1つを利用してアップ
リンクを送信し、アップリンク上でのパケットの復号の不成功を示すHARQフィードバック
を受信し、一次仮想アンテナと二次仮想アンテナの両方を利用してアップリンクを送信せ
よという命令を受信し、HARQ肯定応答が復号の不成功に対応して受信されるまで、一次仮
想アンテナと二次仮想アンテナのうちの1つを利用したアップリンクの送信を維持するよ
うに構成される。
【００２４】
　本開示の別の態様は、一次仮想アンテナおよび二次仮想アンテナを送信するための送信
機と、送信機を制御するための少なくとも1つのプロセッサと、少なくとも1つのプロセッ
サに結合されたメモリとを含む、ワイヤレスユーザ機器を提供する。ここで、少なくとも
1つのプロセッサは、一次仮想アンテナおよび二次仮想アンテナを利用してMIMOアップリ
ンクを送信し、二次仮想アンテナでの復号の不成功および一次仮想アンテナでの復号の成
功を示すHARQフィードバックを受信し、二次仮想アンテナでの復号の不成功に対応するHA
RQ再送信を送信するように構成され、一次仮想アンテナの利用可能な電力は、一次仮想ア
ンテナに対して許可された電力よりも小さい。
【００２５】
　本発明のこれらの態様および他の態様は、以下の発明の実施するための形態を概観する
ことによってより完全に理解されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】アクセスネットワークの一例を示す概念図である。
【図２】遠隔通信システムの一例を概念的に示すブロック図である。
【図３】ユーザプレーンおよび制御プレーンの無線プロトコルアーキテクチャの一例を示
す概念図である。
【図４】双対HARQ処理を実施するMAC層の一部を示すブロック図である。
【図５】図4に示されるMAC層の追加の部分を示すブロック図である。
【図６】アップリンクMIMO送信のために構成された送信機の一部を示すブロック図である
。
【図７】アップリンクMIMO送信におけるいくつかの物理チャネルの相対的な電力レベルを
示すグラフである。
【図８】スケジューリング許可に従って電力レベルおよびトランスポートブロックサイズ
を設定するための処理を示すフローチャートである。
【図９】データ情報および関連する制御情報を生成しそれぞれの物理チャネルでこの情報
を提供するための処理を示す、フローチャートである。
【図１０】二次パイロットチャネルの電力を増強するための処理を示すフローチャートで
ある。
【図１１】アップリンクMIMO送信の内側ループ電力制御のためにネットワークノードにお
いて動作可能な処理を示すフローチャートである。
【図１２】アップリンクMIMO送信の内側ループ電力制御のためにユーザ機器において動作
可能な処理を示すフローチャートである。
【図１３】アップリンクMIMO送信の内側ループ電力制御のためにユーザ機器において動作
可能な別の処理を示すフローチャートである。
【図１４】アップリンクMIMO送信の外側ループ電力制御のためにネットワークノードにお
いて動作可能な処理を示すフローチャートである。
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【図１５】HARQ再送信の存在下でアップリンク送信をスケジューリングするための、ユー
ザ機器において動作可能な処理を示すフローチャートである。
【図１６】HARQ再送信の存在下でアップリンク送信をスケジューリングするための、ユー
ザ機器において動作可能な別の処理を示すフローチャートである。
【図１７】HARQ再送信の存在下でアップリンク送信をスケジューリングするための、ユー
ザ機器において動作可能な別の処理を示すフローチャートである。
【図１８】HARQ再送信の存在下でアップリンク送信をスケジューリングするための、ユー
ザ機器において動作可能な別の処理を示すフローチャートである。
【図１９】HARQ再送信の存在下でアップリンク送信をスケジューリングするための、ユー
ザ機器において動作可能な別の処理を示すフローチャートである。
【図２０】処理システムを使用する装置のハードウェア実装の一例である。
【図２１】遠隔通信システムにおいてUEと通信しているNode Bの一例を概念的に示すブロ
ック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　添付の図面に関する下記の詳細な説明は、様々な構成の説明として意図されており、本
明細書で説明される概念が実行され得る唯一の構成を表すように意図されているわけでは
ない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解をもたらす目的で、具体的な詳細を含んで
いる。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに実行され得ることが、
当業者には明らかであろう。場合によっては、そのような概念を曖昧にするのを回避する
目的で、周知の構造および構成要素がブロック図の形式で示されている。
【００２８】
　本開示全体にわたって提示される様々な概念は、広範な遠隔通信システム、ネットワー
クアーキテクチャ、および通信規格にわたって実装され得る。図1を参照すると、限定で
はなく例として、高速パケットアクセス(HSPA)を利用し得るUMTS Terrestrial Radio Acc
ess Network(UTRAN)アーキテクチャの、簡略化されたアクセスネットワーク100が示され
る。システムは、セル102、104、および106を含む複数のセルラー領域(セル)を含み、セ
ルの各々は、1つまたは複数のセクタを含み得る。セルは、たとえばカバレッジエリアに
よって地理的に定義することができ、および/または、周波数、スクランブリングコード
などに従って定義することもできる。つまり、図示される地理的に定義されたセル102、1
04、および106は各々、たとえば異なる周波数または異なるスクランブリングコードを利
用することによって、複数のセルにさらに分割され得る。たとえば、セル104aは、第1の
周波数またはスクランブリングコードを利用することができ、セル104bは、同じ地理的な
領域内にあり同じNode B 144によってサービスされているとき、第2の周波数またはスク
ランブリングコードを利用することによって区別され得る。
【００２９】
　セクタに分割されるセルでは、セル内の複数のセクタはアンテナのグループによって形
成されてよく、各々のアンテナがセルの一部にあるUEとの通信を担う。たとえば、セル10
2において、アンテナグループ112、114、および116は、各々異なるセクタに対応し得る。
セル104において、アンテナグループ118、120、および122は、各々異なるセクタに対応す
る。セル106において、アンテナグループ124、126、および128は、各々異なるセクタに対
応する。
【００３０】
　セル102、104、および106は、各セル102、104、または106の1つまたは複数のセクタと
通信していてもよい、いくつかのUEを含み得る。たとえば、UE 130および132は、Node B 
142と通信していてもよく、UE 134および136は、Node B 144と通信していてもよく、UE 1
38および140は、Node B 146と通信していてもよい。ここで、各Node B 142、144、146は
、それぞれのセル102、104、および106の中のすべてのUE 130、132、134、136、138、140
のために、コアネットワーク204(図2参照)へのアクセスポイントを提供するように構成さ
れる。
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【００３１】
　ここで図2を参照すると、限定ではなく例として、本開示の様々な態様は、広帯域符号
分割多元接続(W-CDMA)エアインターフェースを利用するUniversal Mobile Telecommunica
tions System(UMTS)システム200に関して示されている。UMTSネットワークは、コアネッ
トワーク(CN)204、UMTS地上無線アクセスネットワーク(UTRAN)202、およびユーザ機器(UE
)210という3つの対話する領域を含む。この例では、UTRAN 202は、電話、ビデオ、データ
、メッセージング、放送、および/または他のサービスを含む様々なワイヤレスサービス
を提供することができる。UTRAN 202は、無線ネットワークコントローラ(RNC)206などの
それぞれのRNCによって各々制御される、図示される無線ネットワークサブシステム(RNS)
207などの複数のRNSを含み得る。ここで、UTRAN 202は、示されるRNC 206およびRNS 207
に加えて、任意の数のRNC 206およびRNS 207を含み得る。RNC 206は、とりわけ、RNS 207
内の無線リソースを割り当て、再構成し、解放することを担う装置である。RNC 206は、
任意の適切なトランスポートネットワークを使用する、直接の物理接続、仮想ネットワー
クなど様々なタイプのインターフェースを介して、UTRAN 202中の他のRNC(図示せず)に相
互接続され得る。
【００３２】
　RNS 207によってカバーされる地理的領域は、いくつかのセルに分けることができ、無
線トランシーバ装置が各セルにサービスする。無線トランシーバ装置は、通常、UMTS用途
ではNode Bと呼ばれるが、当業者によって、基地局(BS)、送受信基地局(BTS)、無線基地
局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット(BSS)、拡張サービスセ
ット(ESS)、アクセスポイント(AP)、または何らかの他の適切な用語で呼ばれることもあ
る。明快にするために、各RNS 207に3つのNode B 208が示されているが、RNS 207は、任
意の数のワイヤレスNode Bを含んでもよい。Node B 208は、ワイヤレスアクセスポイント
を任意の数のモバイル装置のためのコアネットワーク(CN)204に提供する。モバイル装置
の例には、携帯電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル(SIP)電話、ラップト
ップ、ノートブック、ネットブック、スマートブック、携帯情報端末(PDA)、衛星ラジオ
、全地球測位システム(GPS)デバイス、マルチメディアデバイス、ビデオ装置、デジタル
オーディオプレーヤ(たとえば、MP3プレーヤなど)、カメラ、ゲーム機、または任意の他
の類似の機能デバイスなどがある。モバイル装置は、通常、UMTS用途ではユーザ機器(UE)
と呼ばれるが、当業者によって、移動局(MS)、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニ
ット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワ
イヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末(AT)、モバイル
端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、端末、ユーザエージェント、モバイル
クライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語で呼ばれることもある。UM
TSシステムでは、UE 210は、ネットワークへのユーザの加入情報を含む汎用加入者識別モ
ジュール(USIM)211をさらに含み得る。説明のために、1つのUE 210がいくつかのNode B 2
08と通信しているように示される。順方向リンクとも呼ばれるダウンリンク(DL)は、Node
 B 208からUE 210への通信リンクを指し、逆方向リンクとも呼ばれるアップリンク(UL)は
、UE 210からNode B 208への通信リンクを指す。
【００３３】
　コアネットワーク204は、UTRAN 202のような1つまたは複数のアクセスネットワークと
インターフェースをとる。示されるように、コアネットワーク204は、GSM(登録商標)コア
ネットワークである。しかしながら、当業者が認識するように、GSM(登録商標)ネットワ
ーク以外のタイプのコアネットワークへのアクセスをUEに提供するために、本開示全体に
わたって提示される様々な概念を、RANまたは他の適切なアクセスネットワークにおいて
実装することができる。
【００３４】
　示されるGSM(登録商標)コアネットワーク204は、回線交換(CS)領域およびパケット交換
(PS)領域を含む。回線交換要素のいくつかは、モバイルサービス交換センタ(MSC)、ビジ
ターロケーションレジスタ(VLR)、およびゲートウェイMSC(GMSC)である。パケット交換要
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素は、サービングGPRSサポートノード(SGSN)、およびゲートウェイGPRSサポートノード(G
GSN)を含む。EIR、HLR、VLR、およびAuCのようないくつかのネットワーク要素は、回線交
換領域とパケット交換領域の両方によって共有され得る。
【００３５】
　図示の例では、コアネットワーク204は、MSC 212およびGMSC 214によって回線交換サー
ビスをサポートする。いくつかの用途では、GMSC 214は、メディアゲートウェイ(MGW)と
も呼ばれ得る。RNC 206のような1つまたは複数のRNCが、MSC 212に接続され得る。MSC 21
2は、呼設定、呼ルーティング、およびUEモビリティ機能を制御する装置である。MSC 212
は、UEがMSC 212のカバレッジエリア内にある間、加入者関連の情報を格納する、ビジタ
ーロケーションレジスタ(VLR)も含む。GMSC 214は、UEが回線交換ネットワーク216にアク
セスするためのゲートウェイを、MSC 212を通じて提供する。GMSC 214は、特定のユーザ
が加入したサービスの詳細を反映するデータのような加入者データを格納する、ホームロ
ケーションレジスタ(HLR)215を含む。HLRは、加入者に固有の認証データを格納する、認
証センタ(AuC)とも関連付けられている。特定のUEについて、呼が受信されると、GMSC 21
4は、UEの位置を決定するためにHLR 215に問い合わせ、その位置でサービスする特定のMS
Cに呼を転送する。
【００３６】
　示されるコアネットワーク204はまた、サービングGPRSサポートノード(SGSN)218および
ゲートウェイGPRSサポートノード(GGSN)220によって、パケットデータサービスをサポー
トする。汎用パケット無線サービスを表すGPRSは、標準の回線交換データサービスで可能
なものより速い速度でパケットデータサービスを提供するよう設計されている。GGSN 220
は、パケットベースネットワーク222へのUTRAN 202の接続を提供する。パケットベースネ
ットワーク222は、インターネット、プライベートデータネットワーク、または何らかの
他の適切なパケットベースネットワークでもよい。GGSN 220の一次機能は、UE 210にパケ
ットベースネットワーク接続を提供することである。データパケットは、MSC 212が回線
交換領域において実行するのと同じ機能をパケットベース領域において主に実行するSGSN
 218を介して、GGSN 220とUE 210との間で転送され得る。
【００３７】
　UMTSエアインターフェースは、スペクトラム拡散直接シーケンス符号分割多元接続(DS-
CDMA)システムであってよい。スペクトラム拡散DS-CDMAは、チップと呼ばれる疑似ランダ
ムビットの列との乗算によって、ユーザデータを拡散させる。UMTSのW-CDMAエアインター
フェースは、そのようなDS-CDMA技術に基づいており、さらに周波数分割複信(FDD)を必要
とする。FDDは、Node B 208とUE 210との間のアップリンク(UL)およびダウンリンク(DL)
に異なるキャリア周波数を使用する。DS-CDMAを利用し、時分割複信(TDD)を使用するUMTS
の別のエアインターフェースは、TD-SCDMAエアインターフェースである。本明細書で説明
される様々な例は、W-CDMAエアインターフェースを指し得るが、基礎をなす原理はTD-SCD
MAエアインターフェースに等しく適用可能であり得ることを、当業者は理解するだろう。
【００３８】
　高速パケットアクセス(HSPA)エアインターフェースは、スループットの向上および遅延
の低減を支援する、3G/W-CDMAエアインターフェースに対する一連の拡張を含む。前のリ
リースに対する他の修正には、HSPAが、ハイブリッド自動再送要求(HARQ)、チャネル送信
の共有、ならびに適応変調および適応符号化を利用することがある。HSPAを定義する規格
は、HSDPA(高速ダウンリンクパケットアクセス)およびHSUPA(高速アップリンクパケット
アクセス、拡張アップリンクまたはEULとも呼ばれる)を含む。
【００３９】
　ワイヤレス遠隔通信システムでは、モバイルデバイスとセルラーネットワークとの間の
無線プロトコルアーキテクチャは、具体的な用途に応じて様々な形態をとり得る。ここで
、3GPP 高速パケットアクセス(HSPA)システムの例が図3を参照して提示され、図3は、UE 
210とNode B 208との間のユーザプレーンおよび制御プレーンの無線プロトコルアーキテ
クチャの例を示す。ここで、ユーザプレーンまたはデータプレーンはユーザのトラフィッ
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クを搬送し、一方制御プレーンは、制御情報、すなわちシグナリングを搬送する。
【００４０】
　図3を見ると、UE 210およびNode B 208の無線プロトコルアーキテクチャは、層1、層2
、および層3という3つの層で示される。示されないが、UE 210は、ネットワーク側のPDN
ゲートウェイで終端するネットワーク層(たとえばIP層)と、接続の他の端部(たとえば、
遠端のUE、サーバなど)で終端するアプリケーション層とを含めて、L3層より上にいくつ
かの上位層を有し得る。
【００４１】
　層3において、RRC層316は、UE 210とNode B 208との間の制御プレーンのシグナリング
を扱う。RRC層316は、高次層のメッセージのルーティング、ブロードキャスト機能および
呼び出し機能の取り扱い、無線ベアラの確立および構成などのための、いくつかの機能的
なエンティティを含む。
【００４２】
　層2(L2層)308と呼ばれるデータリンク層は、層3と物理層306との間にあり、UE 210とNo
de B 208との間のリンクを担う。示されるエアインターフェースでは、L2層308はサブレ
イヤに分割される。制御プレーンでは、L2層308は、メディアアクセス制御(MAC)サブレイ
ヤ310および無線リンク制御(RLC)サブレイヤ312という、2つのサブレイヤを含む。ユーザ
プレーンでは、L2層308はさらに、パケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)サ
ブレイヤ314を含む。当然、追加のまたは異なるサブレイヤが、L2層308の特定の実装形態
において利用されてよく、依然として本開示の範囲内にあることを、当業者は理解するだ
ろう。
【００４３】
　PDCPサブレイヤ314は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの多重化を行う。PDCPサブ
レイヤ314はまた、無線送信のオーバーヘッドを低減するための上位層データパケットの
ヘッダ圧縮、データパケットの暗号化によるセキュリティ、および、Node B間でのUEのハ
ンドオーバーのサポートを実現する。
【００４４】
　RLCサブレイヤ312は、上位層のデータパケットのセグメント化および再構築、失われた
データパケットの再送信、ならびに、ハイブリッド自動再送要求(HARQ)による順序の狂っ
た受信を補償するためのデータパケットの再順序付けを行う。
【００４５】
　MACサブレイヤ310は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの多重化を行う。MAC
サブレイヤ310はまた、1つのセルの中の様々な無線リソース(たとえばリソースブロック)
の複数のUEへの割当てを担う。MACサブレイヤ310はまた、HARQ動作も担う。
【００４６】
　層1は最下層であり、様々な物理層の信号処理機能を実装する。層1は、本明細書では物
理層(PHY)306と呼ばれる。PHY層306において、トランスポートチャネルは、異なる物理チ
ャネルにマッピングされる。
【００４７】
　高次層で生成されたデータは、MAC層310に至るまで、トランスポートチャネルを通じて
無線で搬送される。3GPPのリリース5の規格は、HSDPAと呼ばれるダウンリンクの拡張を導
入した。HSDPAは、高速ダウンリンク共有チャネル(HS-DSCH)を、トランスポートチャネル
として利用する。HS-DSCHは、高速物理ダウンリンク共有チャネル(HS-PDSCH)、高速共有
制御チャネル(HS-SCCH)、および高速専用物理制御チャネル(HS-DPCCH)という、3つの物理
チャネルによって実装される。
【００４８】
　これらの物理チャネルの中でも、HS-DPCCHは、対応するパケット送信の復号が成功した
かどうかを示すための、HARQ ACK/NACKシグナリングをアップリンクで搬送する。つまり
、ダウンリンクに関して、UE 210は、ダウンリンク上のパケットを正常に復号したかどう
かを示すために、HS-DPCCHを通じてフィードバックをNode B 208に与える。
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【００４９】
　HS-DPCCHはさらに、変調方式と符号化方式の選択、およびプリコーディングの重みの選
択に関して、Node B 208が正しい決定を行うのを支援するための、UE 210からのフィード
バックシグナリングを含み、このフィードバックシグナリングはチャネル品質インジケー
タ(CQI)およびプリコーディング制御情報(PCI)を含む。
【００５０】
　3GPPのリリース6の規格は、拡張アップリンク(EUL)または高速アップリンクパケットア
クセス(HSUPA)と呼ばれる、アップリンクの拡張を導入した。HSUPAは、EUL専用チャネル(
E-DCH)をトランスポートチャネルとして利用する。E-DCHは、リリース99のDCHとともに、
アップリンクで送信される。DCHの制御部分、すなわちDPCCHは、パイロットビットおよび
ダウンリンク電力制御命令を、アップリンク送信で搬送する。本開示では、DPCCHは、チ
ャネルの制御の側面に言及がなされているか、またはパイロットの側面に言及がなされて
いるかに従って、制御チャネル(たとえば一次制御チャネル)またはパイロットチャネル(
たとえば一次パイロットチャネル)と呼ばれ得る。
【００５１】
　E-DCHは、E-DCH専用物理データチャネル(E-DPDCH)およびE-DCH専用物理制御チャネル(E
-DPCCH)を含む物理チャネルによって実装される。加えて、HSUPAは、E-DCH HARQインジケ
ータチャネル(E-HICH)、E-DCH絶対許可チャネル(E-AGCH)、およびE-DCH相対許可チャネル
(E-RGCH)を含む、追加の物理チャネルを利用する。さらに、本開示の態様によれば、2つ
の送信アンテナを利用するMIMOを伴うHSUPAでは、物理チャネルは、二次E-DPDCH(S-E-DPD
CH)、二次E-DPCCH(S-E-DPCCH)、および二次DPCCH(S-DPCCH)を含む。これらのチャネルに
ついての追加の情報が、以下で与えられる。
【００５２】
　すなわち、HSPA規格(HSDPAおよびEULを含む)の進行中の開発は一部に、多入力多出力(M
IMO)通信の追加を含む。MIMOは一般に、各ストリームに対して同一のキャリア周波数を利
用して、空間的な多重化、すなわち、空間的に分離されたアンテナからの情報の異なるス
トリームの送信および/または受信を実施するために、送信機(チャネルに対する複数の入
力)および受信機(チャネルからの複数の出力)において複数のアンテナを使用することを
指す。そのような方式は、スループットを向上させることができ、すなわち、チャネルの
帯域幅を必ずしも拡大させる必要なくより高いデータレートを実現できるので、スペクト
ル効率が改善する。つまり、本開示のある態様では、Node B 208および/またはUE 210は
、MIMO技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。
【００５３】
　ダウンリンク性能の改善のためのMIMOは、HSDPAのための3GPP UMTS規格のリリース7に
おいて実装され、リリース9は、さらなるダウンリンク性能の改善のためのDC-HSDPA+MIMO
を含んでいた。HSDPA MIMOにおいて、Node B 208およびUE 210は、各々2つのアンテナを
利用し、UE 210からの閉ループフィードバック(プリコーディング制御情報、PCI)が、Nod
e Bの送信アンテナの重みを動的に調整するために利用される。チャネル状態が良好であ
る場合には、MIMOは、空間多重化を利用して2つのデータストリームを送信することによ
って、データレートを2倍にすることができる。チャネル状態が良好ではない場合には、2
つのアンテナを通じた単一ストリームの送信を利用することができ、送信ダイバーシティ
による何らかの利益をもたらす。
【００５４】
　アップリンクにおけるMIMOは、ダウンリンクにおいてMIMOが実装されたのと基本的には
同じ理由で望ましいが、電池の電力に制約のあるUEが2つの電力増幅器を含む必要がある
ことを理由の一部として、アップリンクにおけるMIMOは幾分難しいと考えられてきた。そ
れにも関わらず、最近では、UE 210において2つの送信アンテナおよび2つの電力増幅器を
利用する、HSPAのためのアップリンクビームフォーミング送信ダイバーシティ(BFTD)方式
がかなりの関心を集めており、開ループの動作モードと閉ループの動作モードの両方を対
象に、研究が行われている。これらの研究により、セル端でのユーザ体験および全体のシ
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ステム性能の改善が示されてきた。しかし、これらのアップリンク送信ダイバーシティ方
式は一般に、双対送信アンテナを利用した、単一の符号語または単一のトランスポートブ
ロック送信に限られてきた。
【００５５】
　したがって、本開示の様々な態様は、アップリンクMIMO送信を実現する。明確な詳細を
与えることによってわかりやすくするために、本説明は、HSUPAの用語を利用し、UMTS規
格に従った3GPPの実装を全般に想定する。しかし、すべてではなくても多くのこれらの特
徴は、特定の規格または技術に特有ではなく、任意の適切なMIMO送信のための技術におい
て実装され得ることを、当業者は理解するだろう。
【００５６】
　HSUPAシステムでは、E-DCHのようなトランスポートチャネルで送信されたデータは、一
般にトランスポートブロックへと編成される。各々の送信時間間隔(TTI)の間、空間多重
化の利益がなければ、キャリア当たり、あるサイズ(トランスポートブロックサイズすな
わちTBS)の最大でも1つのトランスポートブロックが、UE 210からアップリンクで送信さ
れ得る。しかし、空間多重化を用いるMIMOによって、TTI当たり、複数のトランスポート
ブロックを同じキャリアで送信することができ、各トランスポートブロックは1つの符号
語に対応する。両方が単一ストリームのrank=1送信のために構成された、従来のHSUPA送
信、またはさらには、アップリンクCLTDに関連するさらに最近の進化では、2msのTTIと10
msのTTIの両方が一般に構成され得る。それは、より長い10msのTTIが、セル端において改
善された性能を実現できるからである。しかし、双対ストリーム送信のために構成された
UE 210では、一次な動機は、データレートを向上させることであり得る。ここで、本開示
のいくつかの態様によれば、10msのTTIでのデータレートは、一般に2msのTTIで可能なデ
ータレートと比較して限られているので、データレートの向上を確実にするには、rank=2
送信は、2msのTTIの利用に限定され得る。
【００５７】
　図4に示されるように、本開示のある態様では、2つのプリコーディングベクトル上での
双対トランスポートブロックの送信は、同じTTIの間の双対HARQ処理にわたって実施され
得る。ここで、双対トランスポートブロックは、1つのE-DCHトランスポートチャネルで与
えられる。各HARQ処理において、E-DCH上のトランスポートブロックが高次層から受信さ
れるとき、そのトランスポートブロックを物理チャネルE-DPDCH(または、二次トランスポ
ートブロックを利用する場合は、S-E-DPDCH)へマッピングするための処理は、CRCの付加4
04、454、符号ブロックのセグメント化406、456、チャネル符号化408、458、レートマッ
チング410、460、物理チャネルのセグメント化412、462、インターリービング/物理チャ
ネルのマッピング414、464のような、いくつかの動作を含み得る。これらのブロックの詳
細は、当業者には大部分が知られているので、本開示では省略される。図4は、双対トラ
ンスポートブロック402、452を使ってUL MIMO送信を生成するための、この処理を示す。
この方式は、複数符号語方式と呼ばれることがよくある。それは、送信されるストリーム
の各々が、別々の符号語を利用してプリコーディングされ得るからである。本開示のいく
つかの態様では、E-DCHの処理の構造は、2つのトランスポートブロックの各々に対して基
本的に同一である。加えて、この方式は、双対ストリーム方式と呼ばれることが多く、双
対ストリーム方式では、一次トランスポートブロックが一次ストリームで提供され、二次
トランスポートブロックが二次ストリームで提供される。
【００５８】
　図5は、図4に示される回路への追加の回路を含む、本開示による別の例を与え、UE 210
のようなUE内の、多重化および送信シーケンス番号(TSN)設定エンティティ502、E-DCHト
ランスポート形式組合せ(E-TFC)選択エンティティ504、およびハイブリッド自動再送要求
(HARQ)エンティティ506の動作を示す。
【００５９】
　E-TFC選択エンティティ504、多重化およびTSN設定エンティティ502、およびHARQエンテ
ィティ506の各々は、以下で説明されるように、それぞれ、E-DCHトランスポート形式の組
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合せに関する決定の実行、MACプロトコルデータユニットの処理、およびHARQ機能の実行
のような、処理機能の実行のために、図20で示されるような処理システム2014を含み得る
。当然、それぞれのエンティティの一部またはすべては、単一プロセッサまたは処理シス
テム114へと組み合わされてよい。ここで、処理システム2014は、以下で説明されるよう
に、一次ストリームおよび二次ストリームの送信の態様を制御することができる。
【００６０】
　本開示のいくつかの態様では、E-AGCHおよびE-RGCHで受信された許可情報508に従って
、かつ、どの構成がより良好なデータスループットをもたらすかという判定に一部基づい
て、E-TFC選択エンティティ504が、単一のトランスポートブロックと双対のトランスポー
トブロックのいずれかを送信すると決定することができ、それに従って、ストリーム上で
利用すべきトランスポートブロックサイズおよび電力レベルを決定することができる。た
とえば、E-TFC選択エンティティ504は、単一のトランスポートブロックを送信する(たと
えば、アップリンクビームフォーミング送信ダイバーシティを利用して)か、双対のトラ
ンスポートブロックを送信する(たとえば、空間多重化を利用して)かを、決定することが
できる。この例では、多重化およびTSN設定エンティティ502は、E-TFC選択エンティティ5
04によって指示されるように、複数のMAC-dプロトコルデータユニット(PDU)またはMAC-d 
PDUのセグメントを、MAC-i PDUへと連結することができ、さらに、1つまたは複数のMAC-i
 PDUを、後続のTTIにおいて送信されるべき単一のMAC-i PDUへと多重化することができる
。MAC-i PDUは、対応するストリームで提供されるトランスポートブロックに対応し得る
。つまり、本開示のいくつかの態様では、E-TFC選択エンティティが2つのトランスポート
ブロックを送信すると決定すると、2つのMAC-i PDUは、多重化およびTSN設定エンティテ
ィ502によって生成され、HARQエンティティ506へと送達され得る。
【００６１】
スケジューリング許可
　本開示のいくつかの態様では、Node B 208におけるスケジューラが、ストリームごとに
、スケジューリング情報508をUE 210へ提供することができる。UE 210のスケジューリン
グは、Node Bの受信機におけるノイズレベルのようなNode B 208によって行われる様々な
測定、「ハッピービット」、バッファ状態、および送信電力の利用可能性のような、UEに
よってアップリンクで送信される様々なフィードバック情報、および、ネットワークによ
って提供される優先順位情報または他の制御情報に従って、行われ得る。つまり、MIMOが
選択されると、Node B 208におけるスケジューラは、2つの許可を、たとえば、各TTIにお
いて各ストリームに1つ、生成し送信することができる。
【００６２】
　たとえば、E-DCH絶対許可チャネル(E-AGCH)は、UE 210によるE-DCHでのアップリンク送
信の電力および送信レートを制御するために、Node B 208からの情報をUE 210のE-TFC選
択エンティティ504へと搬送するのに利用され得る、物理チャネルである。いくつかの例
では、E-AGCHは、UEの一次E-RNTIによって16個のCRCビットをマスクする、共通チャネル
であり得る。
【００６３】
　E-AGCHで提供されたスケジューリング許可情報に加えて、さらなるスケジューリング許
可情報も、Node B 208からUE 210のE-TFC選択エンティティ504へと、E-DCH相対許可チャ
ネル(E-RGCH)を通じて搬送され得る。ここで、E-RGCHは、進行中のデータ送信の間に、小
さな調整のために利用され得る。本開示のある態様では、アップリンクMIMOにおいて、UE
 210は、E-RGCH上で2つのリソースを割り当てられ、たとえば一次プリコーディングベク
トルおよび二次プリコーディングベクトルに対応する、一次HARQ処理および二次HARQ処理
のための相対的なスケジューリング許可を搬送することができる。
【００６４】
　E-AGCHで提供される許可は、特定のUEについて時間とともに変わり得るので、許可は、
Node B 208によって定期的にまたは間欠的に送信され得る。E-AGCHで搬送される絶対許可
値は、UE 210が次の送信で使うのを許される、パイロット電力に対する最大のE-DCHのト
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【００６５】
　いくつかの例では、Node B 208は、2つのE-AGCHチャネルをUE 210に送信することがで
き、各E-AGCHは、リリース7のE-AGCHと同じ方法で構成される。ここで、UE 210は、各TTI
において、両方のE-AGCHチャネルを監視するように構成され得る。本開示の様々な態様に
よる別の例では、新しいタイプのE-AGCH物理チャネルを利用することができ、各ストリー
ムのための絶対許可情報ビットを符号化するために、リリース7のE-AGCHチャネルの符号
化が独立に利用されて、より多ビットの情報に対応するために、拡散係数が1/2に、すな
わちSF=128へと低減される。ここで、両方のストリームのための絶対許可情報の合同符号
化は、UE 210の一次E-RNTIを利用することができる。
【００６６】
　本開示の様々な態様によるさらに別の例では、新しいタイプのE-AGCHチャネルの符号化
を利用することができ、絶対許可情報ビットが一緒に符号化される。ここで、拡散係数SF
=256の、レガシーのリリース7のE-AGCH物理チャネルが利用され得る。この例は、UEの実
装およびNode Bの符号リソースを考慮すると、UE 210とNode B 208の両方に最も適切であ
り得る。
【００６７】
　ここで、E-AGCHで提供される絶対許可は、(1)次のアップリンク送信で送信されるべき
一次トランスポートブロックおよび二次トランスポートブロックのトランスポートブロッ
クサイズ(TBS)と、(2)E-DPDCHおよびS-E-DPDCHでの送信電力と、(3)送信のランクとを決
定するために、UL MIMOにおいてUE 210によって使用され得る。上で説明されたように、T
BSは、TTIの間にトランスポートチャネル(たとえばE-DCH)で送信される情報のブロックの
サイズである。送信「電力」は、dBの単位でUE 210に与えられてよく、相対的な電力、た
とえば、本明細書ではパイロット電力に対するトラフィックの比と呼ばれる、DPCCHの電
力レベルに対する相対的な電力として、UE 210によって解釈され得る。さらに、送信のラ
ンクがrank=1である場合、E-DPDCHのみが、一次プリコーディングベクトルで送信される
。送信のランクがrank=2である場合、E-DPDCHとS-E-DPDCHの両方が送信され、すなわち、
一次プリコーディングベクトルと二次プリコーディングベクトルでそれぞれ送信される。
【００６８】
　たとえば、本開示のある態様では、スケジューリングシグナリング508は、単一スケジ
ューリング許可(T/P)SSをE-AGCHに含めることによって、送信のランクが単一ストリーム
に対応するrank=1であることを示し得る。ここで、単一ストリームのスケジューリング許
可(T/P)SSが、E-TFC選択エンティティ504によって利用され、単一ストリーム送信で利用
すべき電力およびトランスポートブロックサイズを決定することができる。
【００６９】
　さらに、この例では、スケジューリングシグナリング508は、一次スケジューリング許
可(T/P)1および二次スケジューリング許可(T/P)2をE-AGCHに含めることによって、送信の
ランクが双対ストリームに対応するrank=2であることを示し得る。ここで、一次スケジュ
ーリング許可(T/P)1は、一次ストリームのトランスポートブロックサイズを決定するため
に利用され、二次スケジューリング許可(T/P)2は、二次ストリームのトランスポートブロ
ックサイズを決定するために利用され得る。さらに、一次スケジューリング許可(T/P)1は
、一次ストリームの全体の電力量を決定するために利用されてよく、二次ストリームの全
体の電力量は、一次ストリームの全体の電力量と等しく設定され得る。以下のTable 1(表
1)は、ここで説明された関係を示し、一次スケジューリング許可(T/P)1は、一次ストリー
ムの電力レベル、二次ストリームの電力レベル、および一次ストリームのトランスポート
ブロックサイズを決定するために利用され、二次スケジューリング許可(T/P)2は、二次ス
トリームのトランスポートブロックサイズを決定するために利用される。
【００７０】
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【表１】

【００７１】
E-TFCの選択、データチャネルの電力
　図6は、本開示のいくつかの態様による、PHY層306におけるMIMO動作のために構成され
た、UE 210の中の送信機の一部をさらに示すブロック図である。図7に示されるような本
開示のある態様では、送信のランクがrank=2である場合、二次トランスポートブロックに
対応するS-E-DPDCH 620の電力は、一次トランスポートブロックに対応するE-DPDCH 624の
電力と等しく設定され得る。つまり、一部の例では、第1のストリーム610と第2のストリ
ーム612とに、E-DCH上で利用可能な全体の電力を非対称に割り当て得るが、そうした例で
は、電力の固有値を正確に推定し、電力の割当てを十分高速に適合させるのに、ある程度
の難しさがあり得る。さらに、ストリームに対して動的かつ非対称に電力を割り当てると
、スループットが最大になり得るように、2つのストリームにわたるトランスポートブロ
ックサイズの様々な組合せを評価する必要があり得るという点で、Node Bスケジューラの
複雑さが増すようになり得る。したがって、本開示の態様では、図7に示されるように、
第1のストリーム610上の全体の電力の合計が、第2のストリーム612上の全体の電力の合計
に等しくなり得る。ストリーム間での電力のそのような等しい分配は直感的ではないこと
がある。それは、ストリームの各々に対応する別々の電力増幅器の使用により、各ストリ
ームは一般に独立に制御可能であるからである。しかし、本開示のこの態様で説明された
ような、等しい分配の利用は、スケジューリング許可のシグナリングを簡単にし、送信性
能の改善を可能にすることができる。
【００７２】
　たとえば、本開示のある態様では、UE 210において受信されE-AGCHによって搬送される
スケジューリングシグナリング508は、一次スケジューリング許可および二次スケジュー
リング許可の形態で、E-TFC選択エンティティ504に与えられ得る。ここで、一次スケジュ
ーリング許可と二次スケジューリング許可の各々は、パイロット電力に対するトラフィッ
クの比、すなわち(T/P)1および(T/P)2の形態で、それぞれ与えられ得る。ここで、E-TFC
選択エンティティ504は、一次スケジューリング許可T/P1を利用して、DPCCH上の現在の送
信電力に対する、E-DPDCH上で送信すべき全体の電力量を決定することができる。つまり
、E-TFC選択エンティティ504は、一次スケジューリング許可(T/P)1を利用して、E-DPDCH
の電力を計算することができ、さらに、S-E-DPDCHの電力を、E-DPDCHについて設定された
電力と同じ値に、設定することができる。この方式で、E-DPDCH上の一次ストリームおよ
びS-E-DPDCH上の二次ストリームへの、対称な電力割当てが、一次スケジューリング許可(
T/P)1に基づいて実現され得る。重要なことに、この例では、二次スケジューリング許可(
T/P)2は、二次ストリームの電力を決定するために利用されない。
【００７３】
　図7は、本開示のいくつかの態様による、いくつかのチャネルの電力レベルを概略的に
示すグラフである。図8は、電力レベルを設定するための例示的な処理を示す、対応する
フローチャート800を含む。この例では、第1のパイロットチャネル622(DPCCH)は、第1の
パイロット電力702として示される、ある電力レベルを有するように構成される。つまり
、DPCCH 622は何らかの制御情報を搬送するが、受信機におけるチャネル推定のためのパ
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イロットとしても動作し得る。同様に、本開示のある態様によるアップリンクMIMO構成で
は、S-DPCCH 618は、ある制御情報を搬送することができ、加えて、受信機における追加
のチャネル推定のためのパイロットとして動作することができる。本開示では、S-DPCCH
は、チャネルの制御の側面に言及がなされているか、またはパイロットの側面に言及がな
されているかに従って、二次パイロットチャネルまたは二次制御チャネルと様々に呼ばれ
得る。
【００７４】
　ここで、処理800によれば、ブロック802において、UE 210は、たとえばE-AGCHで搬送さ
れる一次スケジューリング許可を含む、スケジューリングシグナリング508を受信するこ
とができ、一次スケジューリング許可は、パイロット電力に対する第1のトラフィックの
比(T/P)1 704を含む。さらに、ブロック804において、UE 210は、二次スケジューリング
許可を含むスケジューリングシグナリング508を受信することができ、二次スケジューリ
ング許可は、パイロット電力に対する第2のトラフィックの比(T/P)2を含む。上で説明さ
れたように、それぞれの第1のスケジューリング許可および第2のスケジューリング許可は
、E-AGCH上で一緒に符号化されてよく、または他の態様では、任意の適切なスケジューリ
ング許可のシグナリングが、パイロット電力に対するそれぞれのトラフィックの比を搬送
するために利用され得る。
【００７５】
　ブロック806において、UE 210は、第1のパイロットチャネル622(DPCCH)の電力に対する
、基準電力レベル710の電力オフセットを示すための、オフセット値ΔT2TPを受信するこ
とができる。いくつかの例では、オフセット値ΔT2TPは、層3のRRCシグナリングを利用し
て、RNC 206のようなネットワークノードによって提供され得る。ここで、ΔT2TP値は、U
E 210が基準電力レベル710を決定することが可能となるように適合されてよく、第2のパ
イロットチャネル618(S-DPCCH)は、以下で説明されるように増強されると、基準電力レベ
ル710に設定され得る。つまり、二次ストリームS-DPCCH 618のパイロットチャネルの増強
されていない電力レベル702は、デフォルトで第1のパイロットチャネルDPCCH 622と同じ
電力レベルとなるように構成され得る。当然、本開示の範囲内で、第2のパイロットS-DPC
CH 618の増強されていない電力レベルは、第1のパイロットチャネルDPCCH 622の電力レベ
ルと同じである必要はない。さらに、第2のパイロットS-DPCCH 618は、増強されていない
電力レベルになくてもよい。つまり、本開示のある態様では、第2のパイロットS-DPCCHの
増強されていない電力レベルは、第2のデータチャネルS-E-DPDCH 620の電力レベルを決定
するための基準レベルである。さらに、S-DPCCH 618の電力レベルは、オフセット値ΔT2T

Pに従って、基準電力レベル710へと上げられ得る。S-DPCCH 618の電力レベルを増強する
ことに関する追加の情報は、本開示の他の箇所で与えられる。
【００７６】
　示されるように、パイロット電力に対する第1のトラフィックの比(T/P)1 704は、第1の
データチャネル、たとえばE-DPDCH 624上での電力の合計に対応する電力レベルを決定す
るために、E-TFC選択エンティティ504によって利用され得る。つまり、パイロット電力に
対する第1のトラフィックの比(T/P)1 704は、第1のパイロットチャネルDPCCH 622の電力
レベル702に対する、第1のデータチャネルE-DPDCH 624上の電力の合計に対応する電力レ
ベル706を設定するために適用され得る比を、たとえばデシベル単位で与えることができ
る。
【００７７】
　したがって、ブロック808において、UE 210の送信機は、第1のデータチャネルE-DPDCH 
624および第1のパイロットチャネルDPCCH 622を含み得る一次ストリーム610を送信するこ
とができ、第1のデータチャネルE-DPDCH 624の電力レベル706と第1のパイロットチャネル
DPCCH 622の電力レベル702との比は、パイロット電力に対する第1のトラフィックの比(T/
P)1 704に対応する。
【００７８】
　図7の例示において、S-E-DPDCH 620上での電力の合計に対応する電力レベル708は、E-D
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PDCH 624上での電力の合計に対応する電力レベル706と等しくなるように構成される。つ
まり、第1のデータチャネルE-DPDCH 624の電力および第2のデータチャネルS-E-DPDCH 620
の電力は、互いに等しくてよい。したがって、ブロック810において、UE 210の送信機は
、第2のデータチャネルS-E-DPDCH 620を含む二次ストリーム612を送信できるので、第2の
データチャネルS-E-DPDCH 620の電力レベル708と、二次ストリームS-DPCCH 710のパイロ
ットチャネルの増強されていない電力レベル702との比は、パイロット電力に対する第1の
トラフィックの同じ比(T/P)1 704に対応する。
【００７９】
　ここで、本開示のある態様では、第1のストリーム610および二次ストリーム612は、同
じキャリア周波数を共有する、アップリンクMIMO送信の空間的に分離されたストリームで
あってよい。
【００８０】
E-TFCの選択、TBS
　本開示のさらなる態様では、上で説明されたように、一次スケジューリング許可(T/P)1
は、一次ストリーム610上で利用されるべきパケットサイズ(たとえば、一次トランスポー
トブロックサイズ)を決定するために利用されてよく、二次スケジューリング許可(T/P)2
は、二次ストリーム612上で利用されるべきパケットサイズ(たとえば、二次トランスポー
トブロックサイズ)を決定するために利用されてよい。ここで、対応するパケットサイズ
の決定は、たとえば、適切な参照テーブルを利用して、パイロット電力に対するシグナリ
ングされたトラフィックの比に従って、対応するトランスポートブロックサイズとトラン
スポート形式の組合せを見つけることによって、E-TFC選択エンティティ504によって遂行
され得る。
【００８１】
　図8は、本開示のある態様による、それぞれのスケジューリング許可に対応するトラン
スポートブロックサイズを設定するための処理を示す、第2のフローチャート850を含む。
処理850は別個の処理として示されるが、本開示の態様は、たとえば、処理800で示された
電力の設定を、処理850で示されたトランスポートブロックサイズの設定と組合せて利用
する、示された処理ステップの組合せを含んでよい。
【００８２】
　ブロック852および854において、処理800、ブロック802および804に関連して上で説明
されたのと実質的に同じ方式で、UE 210は、パイロット電力に対する第1のトラフィック
の比(T/P)1と、パイロット電力に対する第2のトラフィックの比(T/P)2とをそれぞれ含む
、一次スケジューリング許可と二次スケジューリング許可とを受信することができる。ブ
ロック856において、E-TFC選択エンティティ504は、パイロット電力に対する第1のトラフ
ィックの比(T/P)1に従って、一次ストリーム610上の送信で利用されるべきパケットサイ
ズを決定することができる。上で説明されたように、パケットサイズの決定は、パイロッ
ト電力に対する第1のトラフィックの比(T/P)1に対応するトランスポートブロックのサイ
ズを、たとえば参照テーブルを利用して調べることによって、行われ得る。当然、対応す
るトランスポートブロックサイズの任意の適切な決定、たとえば、適切な式の適用、トラ
ンスポートブロックサイズについての別のエンティティへの問い合わせなどが、本開示に
従って利用され得る。ブロック858において、E-TFC選択エンティティ504は、パイロット
電力に対する第2のトラフィックの比(T/P)2に従って、二次ストリーム上の送信で利用さ
れるべきパケットサイズを同様に決定することができる。
【００８３】
E-TFCの選択、スケーリング
　本開示のさらなる態様では、UE 210は、アップリンク送信に利用可能な送信電力に制限
があり得る。つまり、受信されたスケジューリング許可が、最大の出力電力を下回って送
信するようにUE 210を構成すると、E-TFC選択アルゴリズムは比較的簡単であり得るので
、各MIMOストリームに対するEULトランスポート形式の組合せは単に、そのストリーム向
けのサービング許可に基づいて選択され得る。しかし、UE 210の電力ヘッドルームが限ら
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れている可能性がある。つまり、E-TFC選択エンティティ504によって決定されるアップリ
ンク送信の電力レベルは、最大出力電力以上で送信するようにUE 210を構成することがあ
る。ここで、UE 210の電力ヘッドルームが限られている場合、本開示のある態様によれば
、電力およびレートのスケーリングが、ストリームの両方に対応するために利用され得る
。
【００８４】
　つまり、UE 210がMIMO送信を選択するように構成される場合、UEの送信電力が最大送信
電力を超えないように、一次サービング許可(T/P)1が定数(α)によってスケーリングされ
得る。上で説明されたように、一次サービング許可(T/P)1は、一次ストリームと二次スト
リームの両方の電力レベルを選択するために利用され得る。したがって、スケーリング定
数αに従った一次サービング許可(T/P)1のスケーリングによって、データチャネルE-DPDC
HとS-E-DPDCHの両方の電力スケーリングが遂行され得る。また、一次サービング許可(T/P
)1のスケーリングによって、E-DPCCHおよびS-DPCCHの電力レベル、さらには、一次ストリ
ーム上でのトランスポートブロックサイズが追加で決定される。
【００８５】
　さらに、二次サービング許可(T/P)2は、同じスケーリング定数αによってスケーリング
され得る。ここで、二次サービング許可(T/P)2のスケーリングによって、二次ストリーム
のトランスポートブロックサイズが決定され得る。このようにして、E-TFC選択エンティ
ティ504は、一次ストリームのトランスポートブロックサイズのスケーリングと同じ量だ
け、二次ストリームのトランスポートブロックサイズをスケーリングすることができる。
したがって、両方のストリームの電力およびトランスポートブロックサイズのスケーリン
グによって、電力ヘッドルームの制限に従った対称的な低減を実現することができる。
【００８６】
　ここで、図8に示される処理850を参照すると、ストリームを送信する処理は、上で説明
されたような、電力および/またはトランスポートブロックサイズのスケーリングのため
のステップを含み得る。つまり、ブロック860において、E-TFC選択エンティティ504は、
電力ヘッドルームの制限に従って、一次ストリーム610および二次ストリーム612に割り当
てられる電力量をスケーリングすることができる。つまり、スケジューリングされた電力
が、アップリンクの電力ヘッドルームの制限値以上であるいくつかの例では、一次ストリ
ームと二次ストリームの各々の電力は、電力ヘッドルームの制限値よりも電力を小さくす
るように、スケーリング定数αによってスケーリングされ得る。
【００８７】
　ブロック862において、処理は、スケーリングされた電力に従って、一次ストリーム610
上での送信に利用されるべき、第1のスケーリングされたパケットサイズを決定すること
ができる。つまり、いくつかの例では、E-TFC選択エンティティ504は、スケーリングされ
た電力に従って、一次ストリーム610のトランスポートブロックサイズをスケーリングす
ることができる。たとえば、一次ストリームのトランスポートブロックサイズを調べるこ
とで、それに従ってより小さなトランスポートブロックサイズが得られ得るように、一次
サービング許可(T/P)1はスケーリング定数αによって乗算され得る。別の例では、E-TFC
選択エンティティ504によって選択されるトランスポートブロックサイズは単に、スケー
リング定数αによってスケーリングされてもよい。当然、スケーリングされた電力に従っ
た、一次ストリーム610のトランスポートブロックサイズの任意の適切なスケーリングを
、利用することができる。
【００８８】
　ブロック864において、処理は、二次ストリーム612上での送信に利用されるべき、第2
のスケーリングされたパケットサイズを決定することができる。ここで、第2のスケーリ
ングされたパケットのサイズは、スケーリングされた電力に対応する、参照テーブルにお
いて得られる値に従って決定され得る。つまり、上で説明されたように、スケーリング定
数αは電力をスケーリングするために利用されてよく、このスケーリングされた電力は、
対応するスケーリングされたパケットサイズを決定するために利用され得る。
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【００８９】
HARQ
　ここで図5に戻ると、本開示のいくつかの態様では、単一のHARQエンティティ506が、MI
MO送信における複数のストリームの各々のためのHARQプロトコルに関連するMAC機能を扱
うことができる。たとえば、HARQエンティティ506は、必要であれば再送信のためのMAC-i
 PDUを記憶することができる。つまり、HARQエンティティ506は、受信機が復号できなか
ったパケットのHARQ再送信に必要とされるようなパケットを記憶するメモリ2005を含む、
処理システム2014を含み得る。さらに、HARQエンティティ506は、E-TFC、再送信シーケン
ス番号(RSN)、および、特定のTTIで送信されるトランスポートブロックのために層1(PHY)
306によって使われるべき電力オフセットを、提供することができる。HARQエンティティ5
06は、単一ストリーム送信では、1つのTTI、1つのE-DCHに対して、1つのHARQ処理を実行
することができ、双対ストリーム送信では、1つのTTI、1つのE-DCHに対して、2つのHARQ
処理を実行することができる。
【００９０】
　一次トランスポートブロックおよび二次トランスポートブロックのためのACK/NACKシグ
ナリング510のような、Node B 208から送信されるHARQ情報は、E-DCH HARQインジケータ
チャネル(E-HICH)を通じて、HARQエンティティ506に与えられ得る。ここで、HARQ情報510
は、Node B 208からUE 210への一次トランスポートブロックおよび二次トランスポートブ
ロックに対応する、HARQフィードバックを含み得る。つまり、E-HICHが、一次HARQ処理お
よび二次HARQ処理において送信されるトランスポートブロックの各々のためのHARQフィー
ドバックを搬送できるように、UE 210は、E-HICH上で2つのリソースを割り当てられ得る
。たとえば、二次E-HICH ACKインジケータは、一次E-HICH ACKインジケータが割り当てら
れるチャネル化符号へ、割り当てられ得る。この例では、UE 210は、アップリンクMIMOを
伴わない従来のHSUPAのように、単一のSF=128のチャネル化符号を逆拡散するが、UE 210
は、二次E-HICH ACKインジケータを処理するために、別の直交シグネチャシーケンスのイ
ンデックスを監視する。
【００９１】
物理チャネル
　再び図6に戻ると、物理チャネル602は、適切なチャネル化符号と組み合わされ、適切な
利得係数によって重みを付けられ、拡散ブロック604において適切なIまたはQブランチに
マッピングされ、複数のブロック604を仮想アンテナ610、612へと足し合わせることによ
ってグループ化され得る。本開示の様々な態様では、一次仮想アンテナ610は一次ストリ
ームと呼ばれ、二次仮想アンテナ610は二次ストリームと呼ばれ得る。示される例では、
ストリーム610および612は、仮想アンテナマッピングエンティティ605へと供給される。
ここで、仮想アンテナマッピングエンティティ605は、空間的に分離された物理的なアン
テナ606と608の電力バランスのために適合され得る構成を利用して、それぞれの物理的な
アンテナ606および608へ、第1のストリーム610および第2のストリーム612をマッピングす
るように構成される。
【００９２】
　示される例では、1つまたは複数のプリコーディングベクトルは、プリコーディングの
重み、たとえばw1、w2、w3およびw4を利用して表され得る。ここで、図6に示されるよう
に、仮想アンテナ610、612からの拡散された複合値の信号は、一次プリコーディングベク
トル[w1, w2]および二次プリコーディングベクトル[w3, w4]によって、それぞれ重みを付
けられ得る。ここで、UE 210が、ある特定のTTIにおいて単一のトランスポートブロック
を送信するように構成される場合、UE 210は、信号に重みを付けるために一次プリコーデ
ィングベクトル[w1, w2]を利用することができ、UE 210が、ある特定のTTIにおいて双対
のトランスポートブロックを送信するように構成される場合、UEは、仮想アンテナ1(610)
のために一次プリコーディングベクトル[w1, w2]を利用し、仮想アンテナ2(612)のために
二次プリコーディングベクトル[w3, w4]を利用することができる。このようにして、UE 2
10が、単一ストリームのみを送信する場合、UE 210は、閉ループのビームフォーミング送
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信ダイバーシティに簡単に戻ることができ、これは最大の比で送信されたことに基づいて
よく、単一ストリームは、強い固有モードまたは単一の値で送信される。一方で、UE 210
は、MIMO送信のために、両方のプリコーディングベクトルを簡単に利用することもできる
。
【００９３】
　つまり、本開示のある態様では、E-DPDCH 624を含む一次ストリームは、一次プリコー
ディングベクトル[w1, w2]を利用してプリコーディングされてよく、一方S-E-DPDCH 620
を含む二次ストリームは、二次プリコーディングベクトル[w3, w4]を利用してプリコーデ
ィングされてよい。
【００９４】
　さらに、一次ストリーム610と二次ストリーム612に、E-DPDCH 624およびS-E-DPDCH 620
以外の様々な物理チャネル602を割り当てることで、MIMO送信の様々な特性および有効性
が決定され得る。本開示の一態様によれば、一次パイロットチャネルDPCCH 622は、一次
プリコーディングベクトルを利用してプリコーディングされてよく、二次パイロットチャ
ネルS-DPCCH 618は、一次プリコーディングベクトルと直交し得る二次プリコーディング
ベクトルを利用してS-E-DPDCH 620とともにプリコーディングされてよい。本開示のいく
つかの態様では、S-DPCCH 618は、DPCCH 622のために利用されるチャネル化符号とは異な
るチャネル化符号で送信されてよく、またはS-DPCCH 618は、直交パイロットパターンを
利用することによって、DPCCH 622のために利用されるのと同じチャネル化符号で送信さ
れてよい。
【００９５】
　ここで、S-DPCCH 618は、2つのUE送信アンテナ606、608と、Node B受信機アンテナとの
間のチャネルを観測するのを助けるために、DPCCH 622とともに基準として利用され得る
。これらの基準信号に従って、UE 210とNode B 208との間のMIMOチャネルマトリックスを
推定することによって、Node B 208は、1つまたは複数の適切なプリコーディングベクト
ルを導出することができ、このプリコーディングベクトルはそれに従ってUE 210へ返信さ
れ得る。たとえば、アップリンクのプリコーディング情報を含むNode B 208からのフィー
ドバックは、F-DPCHまたはE-F-DPCHで搬送されるスロット(または任意の他の適切なビッ
ト長)当たり1～2ビットであり得る。ここで、プリコーディング情報は、これらのチャネ
ルで従来搬送されていた送信電力制御(TPC)ビットと一緒に、またはその代わりに提供さ
れ得る。
【００９６】
　さらに、第2のストリームが送信されると、二次パイロットS-DPCCH 618が、第2のスト
リームのデータ復調のための位相基準として機能し得る。
【００９７】
　プリコーディングされたパイロット622および618を利用するとき、Node B 208は、新た
なプリコーディングベクトルを計算するために、適用されているプリコーディングベクト
ルについての知識が必要であり得る。これは、Node B 208が、新たなプリコーディングベ
クトルの導出の基礎となる生のチャネル推定を得るために、適用されているプリコーディ
ングベクトルの効果を取り消す必要があり得るからである。しかし、Node B 208における
プリコーディングベクトルの知識は、一般にはデータ復調には必要とされない。それは、
パイロットとデータチャネル(一次および二次)の両方が、同じプリコーディングベクトル
を利用してプリコーディングされるので、それぞれのデータチャネルの基準として動作す
るパイロットは、そのチャネルをデータと見なすからである。さらに、パイロットチャネ
ル622および618へのプリコーディングの適用は、単純にソフトハンドオーバーであり得る
。つまり、プリコーディングベクトルを非サービングセルが知るのは比較的難しいが、サ
ービングセルは、プリコーディングベクトルを計算しそれを送信機に送信するノードなの
で、プリコーディングベクトルを知っている。
【００９８】
　本開示のさらなる態様では、一次プリコーディングベクトル[w1, w2]が適用される一次
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仮想アンテナ610は、DPDCH 626、HS-DPCCH 628、およびE-DPCCH 614を送信するために利
用され得る。それは、一次プリコーディングベクトル[w1, w2]が、より強い固有モードを
表すからである。つまり、仮想アンテナ1を利用してこれらのチャネルを送信することで
、これらのチャネルの受信の信頼性を向上させることができる。さらに、本開示のいくつ
かの態様では、制御チャネルE-DPCCH 614の電力は上げられてよく、E-DPDCH 624のデータ
復調のための位相基準として利用されてよい。
【００９９】
　いくつかの例では、S-E-DPCCH 616は、一次仮想アンテナ610上でも与えられ得る。つま
り、本開示のある態様では、E-DPDCH 624で搬送される一次トランスポートブロックを復
号するための制御情報は、非MIMO送信のためのレガシーのEUL規格に基本的には従って、
従来のE-DPCCHチャネル符号化方式を利用して、E-DPCCH 614へと符号化され得る。さらに
、二次トランスポートブロックのための制御情報は、非MIMO送信のためのレガシーのEUL
規格に従って、従来のE-DPCCHチャネル符号化方式を利用して、S-E-DPCCH 616へと符号化
され得る。ここで、E-DPCCH 614およびS-E-DPCCH 616はどちらも、第1の仮想アンテナ610
を通じて送信され、かつ、一次プリコーディングベクトル[w1, w2]を利用してプリコーデ
ィングされ得る。本開示の範囲内の別の例では、S-E-DPCCH 616は、第2の仮想アンテナ61
2で送信され、二次プリコーディングベクトル[w3, w4]を利用してプリコーディングされ
得る。しかし、一次プリコーディングベクトルがより強い固有モードを表すので、S-E-DP
CCHの受信の信頼性を向上させるために、一次プリコーディングベクトルを通じたS-E-DPC
CHの送信が好ましいことがある。
【０１００】
　本開示の別の態様によれば、図6において点線で示されるように、別個のS-E-DPCCH 616
は任意選択であり、本開示の一部の態様は、E-DPCCH 614とは別個のS-E-DPCCH 616の送信
を省略する。つまり、二次トランスポートブロック(S-E-DPCCH)と関連付けられるE-DPCCH
制御情報は、E-DPCCH 614で提供され得る。ここで、E-DPCCH 614で搬送されるチャネルビ
ットの数は、3GPPのリリース7で利用されるような30ビットから、60ビットへと2倍になり
得る。E-DPCCH 614で搬送される追加の制御情報に対応するために、本開示の様々な態様
によれば、いくつかの選択肢が利用され得る。一例では、両方のトランスポートブロック
のためのE-DPCCH情報のI/Q多重化を使って、同じチャネル化符号上での両方のトランスポ
ートブロックのためのE-DPCCH情報の送信を可能にすることができる。別の例では、E-DPC
CHを符号化するために利用されるチャネル符号化は、低減された拡散係数、すなわちSF=1
28を利用して、2倍になったチャネルビットに対応することができる。さらに別の例では
、適切なチャネル符号を利用して、情報のチャネルへの符号化を可能にしつつ、拡散係数
をSF=256に維持することができる。
【０１０１】
　図9は、本開示の態様のいくつかの態様による、データ情報の生成および関連する制御
情報を示すフローチャートである。ブロック902において、図4に示されるように、処理は
、ある特定のTTIの間に、一次データチャネル、たとえばE-DPDCH 624、および二次データ
チャネル、たとえばS-E-DPDCH 620でそれぞれ送信されるべき、2つのトランスポートブロ
ック402および452を生成することができる。ブロック904において、処理は、一次データ
チャネルと二次データチャネルの両方に関連する情報を搬送するように適合される、一次
制御チャネルを生成することができる。たとえば、UE 210は、E-DPDCH 624とS-E-DPDCH 6
20の両方のための制御情報を搬送するように適合されるE-DPCCH 614を生成するように構
成される、処理システム2014を含み得る。
【０１０２】
　一例では、ブロック904における一次制御チャネルE-DPCCH 614の生成は、2つの独立の
チャネル符号化方式を利用した、各データチャネルのための制御情報の10ビット(または
任意の適切な数の制御ビット)の符号化を含み得る。たとえば、リリース7の3GPP HSUPA規
格で利用されるようなレガシーのE-DPCCHチャネル符号化が、E-DPDCH 624に対応する制御
情報に対して、かつ独立に、S-E-DPDCH 620に対応する制御情報に対して、利用され得る
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。上で説明されたように、一次制御チャネルE-DPCCH 614で搬送されるべき追加の情報に
対応するために、拡散係数はSF=128へと低減されてよく、I/O多重化が利用されてよく、
または、従来の拡散係数SF=256を利用した追加の情報の符号化を可能にするように、適切
なチャネル化符号が選択されてよい。
【０１０３】
　ブロック906において、処理は、第1のプリコーディングベクトルを一次データチャネル
に適用することができる。たとえば、図6に示されるように、一次データチャネル、すな
わちE-DPDCH 624は第1の仮想アンテナ610に送信され、一次プリコーディングベクトル[w1
, w2]を利用してプリコーディングされる。ブロック908において、処理は、第1のプリコ
ーディングベクトルに直交するようになされた二次プリコーディングベクトル[w3, w4]を
、二次データチャネルに適用することができる。たとえば、二次データチャネル、すなわ
ちS-E-DPDCH 620は第2の仮想アンテナ612に送信され、二次プリコーディングベクトル[w3
, w4]を利用してプリコーディングされる。ここで、二次プリコーディングベクトル[w3, 
w4]は、一次プリコーディングベクトル[w1, w2]と直交するようになされ得る。
【０１０４】
　ブロック910において、処理は、第1のプリコーディングベクトルを一次制御チャネルに
適用することができ、一次制御チャネルは、一次データチャネルと二次データチャネルの
両方に関連する情報を搬送するように適合される。つまり、本開示のある態様では、第2
の仮想アンテナ612を通じて送信される第2のトランスポートブロックは、第2のトランス
ポートブロックと関連付けられる制御情報のプリコーディングに利用されるものとは異な
るプリコーディングベクトルを利用して、プリコーディングされる。ここで、両方のトラ
ンスポートブロックのための制御情報が、一次プリコーディングベクトルを利用して送信
され得る。それは、一次プリコーディングベクトルが、MIMOチャネルのより強い固有モー
ドを提供するからである。
【０１０５】
　ブロック912において、処理は、第1の仮想アンテナ610を利用して、一次データチャネ
ルおよび一次制御チャネルを送信することができ、ブロック914において、処理は、第2の
仮想アンテナ612を利用して、二次データチャネルを送信することができる。
【０１０６】
アップリンク制御チャネルの増強
　ここで図5に戻ると、上で論じられたように、rank=2が選択されMIMO送信を示すと、HAR
Qエンティティ506は、一次トランスポートブロックと二次トランスポートブロックの各々
に対する、電力オフセットを提供することができる。つまり、双対ストリームを送信する
とき、データチャネルおよび制御チャネルのために利用される電力は、適切なオフセット
に従って上げられ得る。
【０１０７】
　たとえば、二次仮想アンテナ612上の二次ストリームの電力オフセットの範囲は、一次
仮想アンテナ610上の一次ストリームの電力オフセットの範囲と同様であると予想され得
る。その結果、本開示のいくつかの態様では、E-DPDCH 624の電力オフセットを計算する
ための、HSUPAのための3GPP規格で定義されている既存の方法を再使用して、S-E-DPDCH 6
20の電力オフセットを計算することができる。あるいは、本開示の別の態様では、各仮想
アンテナに対して同じ計算方法を再使用するのではなく、一次データチャネルE-DPDCH 62
4と二次データチャネルS-E-DPDCH 620の両方に、同一の基準利得係数が適用され得る。こ
こで、二次仮想アンテナ612上の二次ストリームのために、基準利得係数の別々のセット
をシグナリングする必要はなくてよい。このようにして、二次データチャネルS-E-DPDCH 
620の電力は、一次データチャネルE-DPDCH 624の電力に対して、一定のオフセットをとり
得る。ここで、オフセットは0であってよく、すなわち、それぞれのデータチャネルに対
して同じ電力を設定してよく、または0ではなくてもよく、それぞれのデータチャネルに
対して異なる電力レベルを示してもよい。一次データチャネルE-DPDCH 624と二次データ
チャネルS-E-DPDCH 620の各々に同じ電力レベルを選択することで、2つのストリームにわ
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【０１０８】
　上で論じられたように、本開示の様々な態様によるアップリンクMIMOは、二次制御チャ
ネル(S-DPCCH 618)および二次拡張制御チャネル(S-E-DPCCH 616)という、2つの新たな制
御チャネルを導入することができる。これらのチャネルの中でも、本開示のある態様では
、上で論じられたように、二次制御チャネルS-DPCCH 618が、二次仮想アンテナ612上で提
供され得る。ここで、二次制御チャネルS-DPCCH 618は、受信機、たとえばNode B 208に
おいて、MIMOチャネルのチャネル推定のために、一次制御チャネルDPCCH 622と協調して
利用され得る。
【０１０９】
　3GPPのリリース7の規格では、HSUPAの導入とともに、拡張制御チャネルE-DPCCHの増強
が、アップリンクでの高いデータレートをサポートするために導入された。つまり、HSUP
Aでは、パイロットの設定点、すなわちEcp/Ntは、データレートの変動に従って、21.4dB
程度変動し得る。E-DPCCHの増強された電力レベルは、高いデータレートが使われたとき
の、拡張パイロット基準として機能する。
【０１１０】
　本開示のさらなる態様では、二次ストリームが二次仮想アンテナ612を通じて送信され
るようにrank=2が選択された場合、二次制御チャネルS-DPCCH 618が、S-E-DPDCH 620のデ
ータ復調のための位相基準として機能し得る。二次制御チャネルS-DPCCH 618は位相基準
として機能し得るので、二次データチャネルS-E-DPDCH 620で搬送される二次トランスポ
ートブロックのデータレートまたはトランスポートブロックサイズが増大すると、二次制
御チャネルS-DPCCH 618の電力もそれに従って上げられ得る。つまり、当業者に知られて
いる、リリース7のHSUPAで利用されるような、拡張制御チャネルE-DPCCH 614の増強と同
様の方式で、本開示のいくつかの態様では、二次制御チャネルS-DPCCH 618の増強を利用
して、二次仮想アンテナ612を利用した二次ストリーム上での高データレート送信をサポ
ートすることができる。
【０１１１】
　より具体的には、本開示の一態様は、E-DPCCHの増強に利用されるパラメータと同じパ
ラメータに基づいて、S-DPCCHを増強する。つまり、ある特定のTTIにおいて二次制御チャ
ネルS-DPCCH 618の電力を増強するためのオフセット値βs-cは、そのTTIの間に拡張一次
データチャネルE-DPDCHで送信されるパケットのパケットサイズに対応し得る。ここで、
二次制御チャネルS-DPCCHの電力を増強するためのオフセットは、E-DPDCH 624を通じて送
信される一次トランスポートブロックのパケットサイズに対応し得る。
【０１１２】
　二次仮想アンテナ上でのパイロットの増強と、一次仮想アンテナ上で送信されるパケッ
トサイズとの間のそのような関係は、直感的ではない可能性がある。それは、二次データ
チャネルS-E-DPDCH 620を通じて送信される二次トランスポートブロックのパケットサイ
ズに従って、二次制御チャネルS-DPCCH 618を増強するのがより自然に見え得るからであ
る。しかし、本開示のある態様によれば、シグナリングを簡単にするために、増強は他の
ストリーム上のパケットサイズによって決定されてもよい。
【０１１３】
　ここで、「オフセット」という用語は、電力の増強されていない値と乗算され得る、ス
ケーリング係数に対応し得る。ここで、デシベルの尺度では、オフセットは、dBm単位の
増強されていない電力の値に加えられるべき、デシベル値であり得る。
【０１１４】
　本開示の一態様では、S-DPCCHのオフセットは、以下の式に従い得る。
【０１１５】
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【数１】

【０１１６】
ここで、
βs-c,i,uqは、i番目のE-TFCに対する、dB単位の量子化されていないS-DPCCHの電力オフ
セットである。
βcは、3GPP TS 25.214 v10.3に記載されるような、ある特定のTFCに対する、DPCCHの追
加の利得係数である。
Aecは、3GPP TS 25.213 v10.0 subclause 4.2.1.3で定義される、量子化された増幅比で
ある。
kmax,iは、i番目のE-TFCのために使われる物理チャネルの数である。
βed,i,kは、k番目の物理チャネル上でのi番目のE-TFCのための、E-DPDCHの利得係数であ
る。
ΔT2TPは、3GPP TS 25.213 v10.0 subclause 4.2.1.3で定義される、高次層によって設定
される全体のパイロット電力オフセットへのトラフィックである。
【０１１７】
　本開示のさらなる態様では、単一ストリームが送信されるようにrank=1が選択された場
合、S-DPCCH 618は、DPCCH 622に対して、単一ストリームのオフセットΔscを利用して送
信され得る。この方式で、アップリンクCLTD送信の場合のようにUE 210が単一ストリーム
送信のために構成された場合、または、UE 210が主に単一ストリームを送信していた場合
、S-DPCCH 618による追加のパイロットのオーバーヘッドは低減され得る。
【０１１８】
　図10は、二次パイロットチャネルの増強を利用した、本開示のある態様による、UE 210
によるワイヤレス通信のための例示的な処理を示すフローチャートである。
【０１１９】
　ブロック1002において、処理は、ある特定のTTIにおける送信のために、一次トランス
ポートブロック402を生成する。ブロック1004において、処理は、一次トランスポートブ
ロック402を搬送するために、第1の仮想アンテナ610で各々、拡張一次データチャネルE-D
PDCH 624を送信し、一次制御チャネルDPCCH 622を送信する。ブロック1006において、処
理は、二次制御チャネルS-DPCCH 618に対応する基準電力レベルを決定する。いくつかの
例では、基準電力レベルは、一次制御チャネルDPCCH 622の電力レベル702と同じ電力レベ
ルであってよい。いくつかの他の例では、基準電力レベルは、一次制御チャネルの電力レ
ベル702に対するオフセットであってよい。
【０１２０】
　ブロック1008において、処理は、送信のランクを決定する。ここで、上で説明されたよ
うに、ランクは、E-AGCHで受信される許可に従って決定され得る。ランクがrank=2である
場合、ブロック1010において、処理は、一次トランスポートブロック402のTTIと同じTTI
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の間に送信するための、二次トランスポートブロック452を生成する。ブロック1012にお
いて、処理は、二次トランスポートブロック452を搬送するための拡張二次データチャネ
ルS-E-DPDCH 620を、第2の仮想アンテナ612で送信する。ここで、拡張二次データチャネ
ルS-E-DPDCH 620は、第1の仮想アンテナ610での一次トランスポートブロック402の送信の
ためのTTIと同じTTIの間に、二次トランスポートブロック452を搬送する。ブロック1014
において、処理は、ブロック1006で決定された基準電力レベルに対して増強された電力レ
ベルで、二次制御チャネルS-DPCCHを第2の仮想アンテナ612で送信する。本開示のいくつ
かの態様では、基準電力レベルと増強された電力レベルとの差は、拡張一次データチャネ
ルE-DPDCH 624で送信された一次トランスポートブロック402のサイズに従って決定され得
る。たとえば、上で説明されたように、増強された電力レベルは、基準電力レベルとオフ
セット値βs-cとの積を求めることによって求められ得る。
【０１２１】
　一方、ブロック1008において、ランクがrank=1であると処理が判定すると、ブロック10
16において、処理は、二次制御チャネルS-DPCCH 618を第2の電力レベルにて第2の仮想ア
ンテナ612で送信することができ、第2の電力レベルは、一次制御チャネルDPCCH 622の電
力に対する単一ストリームのオフセットΔscのようなある量(たとえば所定の量)だけ、オ
フセットされる。ここで、ランクがrank=1なので、処理は、拡張二次データチャネルS-E-
DPDCH 620の送信を停止することができる。ここで、二次制御チャネルS-DPCCH 618は簡単
に決定することができ、アップリンク閉ループ送信ダイバーシティのような単一ストリー
ム送信に利用可能であり得る。この方式で、単一ストリームのオフセットΔscの適切な選
択によって、二次制御チャネルS-DPCCH 618による追加のパイロットのオーバーヘッドを
低減することができる。
【０１２２】
アップリンク内側ループ電力制御
　HSUPAでは、Node Bにおける移動局からの送信の受信を改善するために、アクティブな
アップリンク電力制御が利用される。つまり、複数のUEが拡散符号のみによって分離され
て同じ周波数内で同時に動作する、WCDMA(登録商標)マルチアクセス無線インターフェー
スの性質は、干渉の問題に対して大きく影響を受けやすいことがある。たとえば、非常に
大きな電力で送信している単一のUEが、他のUEからの送信をNode Bが受信するのを妨害す
ることがある。
【０１２３】
　この問題に対処するために、従来のHSUPAシステムは一般に、内側ループ電力制御と通
常は呼ばれる、高速な閉ループ電力制御手順を実施する。内側ループ電力制御では、Node
 B 208は、ある特定のUE 210からの受信されたアップリンク送信の信号対干渉比(SIR)を
推定し、推定されたSIRを目標のSIRと比較する。目標のSIRとのこの比較に基づいて、Nod
e B 208は、UE 210へフィードバックを送信し、送信電力を上げるように、または下げる
ようにUE 210に指示することができる。この送信は、スロット当たり1回発生し、1秒に15
00回の送信が行われる。以下でさらに説明されるように、追加の制御のために、送信がブ
ロックエラーレート(BLER)の目標を満たすかどうかに基づいて、外側ループ電力制御を利
用することによって、目標のSIRは変化させられ得る。
【０１２４】
　本開示のある態様によるアップリンクMIMOでは、アップリンク内側ループ電力制御は、
追加の検討事項を考慮することによって、改善され得る。たとえば、Node B 208における
MIMO受信機の非線形の処理によって、符号当たりの電力が、TTI全体を通じて実質的に一
定に保たれるのが望ましいことがあり得る。つまり、TTIにわたるEULトラフィックチャネ
ル(すなわち、E-DPDCH 624およびS-E-DPDCH 620)の電力の変動は、サービング許可、さら
にはデータ復調の性能に関して、Node B 208におけるスケジューリングの判断に影響を与
え得る。しかし、TTIは3スロット続くので、各スロットでの電力制御の調整は望まれない
ことがある。したがって、本開示のいくつかの態様によれば、アップリンクMIMOが構成さ
れると、電力制御を3スロットに1回実行することができ、その結果1秒に500回(500Hz)の
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送信が行われつつ、両方のストリームでのTTIの間のトラフィックチャネルの送信電力を
、依然として一定にできる。
【０１２５】
　一方、DPDCH 626、E-DPCCH 614、およびHS-DPCCH 628のような、アップリンクで送信さ
れる追加のチャネルは、より高速な電力制御、すなわち、1500Hzでのスロット当たり1回
の電力制御の送信によって、利益を受け得る。したがって、本開示のさらなる態様によれ
ば、パイロットチャネルおよびトラフィックチャネルの電力制御は、切り離され得る。つ
まり、2次元の電力制御ループを実装することができ、利用可能なトラフィック電力とパ
イロット電力が、独立に電力制御される。このようにして、パイロット電力は、オーバー
ヘッドおよびDCHの性能が維持されるのを確実にするように調整され得るが、トラフィッ
ク電力(E-DPDCH 624およびS-E-DPDCH 620)は別々に調整されてよく、その間常に、E-DPCC
H 614およびS-DPCCH 618が、トラフィック電力を下回る一定の電力オフセットに確実に保
たれるようにする。それは、E-DPCCH 614およびS-DPCCH 618が、トラフィック電力に対す
る位相基準として機能するからである。
【０１２６】
　アップリンクMIMOが構成されるときの電力制御に関するさらなる検討事項は、2つのス
トリームが双対の内側ループ電力制御によって独立に制御されるべきか、または、ストリ
ームの各々の電力制御が単一の内側ループ電力制御を利用することによって結び付けられ
るべきかに関する。MIMO理論に通じている当業者は、2×2のレイリーフェージングMIMOチ
ャネルマトリックスを想定すると、より弱い特異値は、より強い特異値と比較して、大き
な減衰の可能性がはるかに高いことを理解するだろう。ここで、特異値は、受信機におけ
るSINR測定がプリコーディングされたチャネル(すなわち仮想チャネル)で実行されたとき
の、信号成分の電力に相当する。この場合、より弱い固有モードを反転しようとすると、
かなりの送信電力が、二次パイロットS-DPCCH 618上で無駄にされ得る。
【０１２７】
　したがって、E-DPCCH 614およびS-DPCCH 618の各々が上で説明されたように増強される
と仮定すると、E-DPDCH 624およびS-E-DPDCH 620のための十分高い位相基準を確保するに
は、一次制御チャネルDPCCH 622の受信電力の測定結果に基づく、単一の内側ループ電力
制御で十分であり得る。
【０１２８】
　つまり、本開示のある態様によれば、UE 210がMIMO送信のために構成される場合、単一
の内側ループ電力制御が、2つのトランスポートブロックの両方に対応する電力を制御す
るために、Node B 208において利用され得る。ここで、電力制御は、一次ストリーム610
で送信される一次制御チャネルDPCCH 622に対応する、SINR測定に基づき得る。
【０１２９】
　たとえば、図11は、本開示のいくつかの態様による、アップリンクMIMOストリームのた
めの単一の内側ループ電力制御を実施するための、Node B 208または場合によってはRNC 
206のようなネットワークノードのための例示的な処理を示す。ここで、処理1100は、た
とえば、コンピュータ可読媒体106に記憶された命令を実行するように構成された、処理
システム2014によって実施され得る。別の例では、処理1100は、図21に示されるNode B 2
110によって実施され得る。当然、本開示の範囲内で、説明された機能を実施できる任意
の適切なネットワークノードが利用され得る。
【０１３０】
　処理1100では、ブロック1102において、Node B 208が、UE 208からアップリンク送信を
受信することができ、このアップリンク送信は、一次データチャネルE-DPDCH 624および
一次パイロットチャネルDPCCH 622を有する第1のストリーム610、ならびに、二次パイロ
ットチャネルS-DPCCH 618および任意選択で二次データチャネルS-E-DPDCH 620を有する第
2のストリーム612を含む。つまり、受信されたアップリンク送信は、二次データチャネル
S-E-DPDCH 620を含まないrank=1の送信であってよく、または、二次データチャネルS-E-D
PDCH 620を含むrank=2の送信であってもよい。ブロック1104において、Node B 208は、第
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1のストリームで受信された一次パイロットチャネルDPCCH 622に対応するSIRを決定する
ことができる。ブロック1106において、Node B 208は、ブロック1104で決定されたSIRを
、SIRの目標と比較することができる。たとえば、SIRの目標は、メモリに記憶された所定
の値であってよい。さらに、SIRの目標は、外側ループ電力制御モジュールまたは手順に
よって制御可能な、変数であってよい。
【０１３１】
　ブロック1108において、Node B 208は、ブロック1106で行われた比較に基づいて、適切
な電力制御命令を生成することができる。ここで、生成された電力制御命令は、第1のス
トリームの電力および第2のストリームの電力を制御するように適合され得る。たとえば
、電力制御命令は、一次パイロットチャネルDPCCH 622に直接相当してよく、一次ストリ
ームの電力の変化を直接指示してよい。しかし、第2のストリームの電力が一次ストリー
ムの電力と結び付いている、たとえば、一定のオフセットによって関連付けられていると
いうことを知っていれば、電力制御命令は、両方のストリームのそれぞれの電力を制御す
ることができる。
【０１３２】
　ここで、一次ストリームの電力レベルは、専用物理制御チャネルDPCCH 622の電力レベ
ル、拡張専用物理制御チャネルE-DPCCH 614の電力レベル、拡張専用物理データチャネルE
-DPDCH 624の電力レベル、またはこれらのチャネルのいずれかまたはすべての合計のうち
の、1つまたは複数を含み得る。同様に、二次ストリームの電力レベルは、二次専用物理
制御チャネルS-DPCCH 618の電力レベル、二次拡張専用物理データチャネルS-E-DPDCH 620
の電力レベル、またはこれらのチャネルのいずれかまたはすべての合計のうちの、1つま
たは複数を含み得る。
【０１３３】
　図12は、UE 210によって実施され得る、本開示のいくつかの態様による内側ループ電力
制御のための処理1200を示す。いくつかの例では、処理1200は、たとえば、コンピュータ
可読媒体106に記憶された命令を実行するように構成された、処理システム2014によって
実施され得る。別の例では、処理1200は、図21に示されるUE 2150によって実施され得る
。当然、本開示の範囲内で、説明された機能を実施できる任意の適切なモバイルユーザ機
器または静止型ユーザ機器210が利用され得る。
【０１３４】
　ブロック1202において、UE 210は、一次ストリーム610および二次ストリーム612を含む
、アップリンク送信を送信することができる。ここで、一次ストリーム610は、一次デー
タチャネルE-DPDCH 624および一次パイロットチャネルDPCCH 622を含み得る。さらに、二
次ストリーム612は、二次パイロットチャネルS-DPCCH 618および任意選択で二次データチ
ャネルS-E-DPDCH 620を含み得る。つまり、送信されたアップリンク送信は、二次データ
チャネルS-E-DPDCH 620を含まないrank=1の送信であってよく、または、二次データチャ
ネルS-E-DPDCH 620を含むrank=2の送信であってもよい。
【０１３５】
　ブロック1204において、UE 210は、第1の電力制御命令を受信することができる。いく
つかの例では、上で説明されたように、電力制御命令は、各々の送信時間間隔に1回送信
され得る。ここで、第1の電力制御命令は、一次ストリーム610の電力を直接制御するよう
に適合され得る。受信された第1の電力制御命令に基づいて、ブロック1206において、UE 
210はそれに従って、たとえば、一次パイロットチャネルDPCCH 622の電力を調整すること
によって、一次ストリームの電力を調整することができる。したがって、ブロック1208に
おいて、UE 210は、第1の電力制御命令に従って、一次ストリーム610を送信することがで
きる。つまり、UE 210は、ブロック1206で決定された、調整された一次パイロットチャネ
ルDPCCH 622の電力を利用することができ、一方で、拡張専用物理制御チャネルE-DPCCH 6
14および少なくとも1つの一次データチャネルE-DPDCH 624の電力レベルを、専用物理制御
チャネルDPCCH 622の電力に対して第2の一定のオフセットに保つ。
【０１３６】
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　ブロック1210において、UE 210は、二次ストリーム612を送信することができ、二次ス
トリーム612の電力レベルを、一次ストリーム610の電力に対して第1の一定のオフセット
に保つ。このようにして、ブロック1204で受信された単一の第1の電力制御命令は、一次
ストリーム610および二次ストリーム612の電力を制御することができる。
【０１３７】
　図13は、本開示のいくつかの態様による、UE 210によって実施するための、図12に示さ
れる手順と同様の、別の例示的な手順を示す。ブロック1302において、UE 210は、一次ス
トリーム610および二次ストリーム612を含む、アップリンク送信を送信することができる
。ここで、一次ストリーム610は、一次データチャネルE-DPDCH 624および一次パイロット
チャネルDPCCH 622を含み得る。さらに、二次ストリーム612は、二次パイロットチャネル
S-DPCCH 618および任意選択で二次データチャネルS-E-DPDCH 620を含み得る。つまり、送
信されたアップリンク送信は、二次データチャネルS-E-DPDCH 620を含まないrank=1の送
信であってよく、または、二次データチャネルS-E-DPDCH 620を含むrank=2の送信であっ
てもよい。
【０１３８】
　ブロック1304において、UE 210は、第1の電力制御命令を各TTIに1回受信することがで
き、第1の電力制御命令は、一次データチャネルE-DPDCH 624の電力を制御するために適合
される。ブロック1306において、UE 210は、第2の電力制御命令をスロットごとに1回受信
することができ、第2の電力制御命令は、一次ストリーム610で搬送される1つまたは複数
の制御チャネルの電力を制御するために適合される。ブロック1308において、処理は、第
1の電力制御命令に従って、一次データチャネルE-DPDCH 624の電力を調整し、第2の電力
制御命令に従って、一次パイロットチャネルDPCCH 622の電力を調整することができる。
したがって、ブロック1310において、UE 210は、ブロック1308で調整されたように、第1
の電力制御命令および第2の電力制御命令に従って、一次ストリーム610を送信することが
できる。ブロック1312において、UE 210は、二次ストリーム612を送信することができ、
二次ストリーム612の電力レベルを、一次ストリーム610の電力に対して第1の一定のオフ
セットに保つ。
【０１３９】
外側ループ電力制御
　内側ループ電力制御に加えて、HSUPAネットワークは、外側ループ電力制御をさらに利
用することができる。上で簡単に説明されたように、外側ループ電力制御は、個々の無線
リンクの必要性に従って、Node B 208におけるSIRの目標の設定点を調整するために利用
され得る。外側ループ電力制御を利用することによるSIRの目標の調整は、あるブロック
エラーレート(BLER)の目標を満たす送信を、目標とし得る。一例では、外側ループ電力制
御は、フレームをRNC 206へ送信する前に、ユーザデータに対応するCRCチェックの結果の
ようなフレーム信頼性のインジケータを有する、受信されたアップリンクユーザデータを
Node B 208に認識させることによって、実施され得る。ここで、RNC 206が、UE 210から
のアップリンク送信の送信品質が変化していると判定すると、RNC 206は、それに従ってS
IRの目標を変化させるように、Node B 208に命令することができる。
【０１４０】
　上で説明されたようなアップリンクMIMO送信のために単一の内側ループ電力制御を利用
する例では、外側ループ電力制御の一部としてのSIRの目標の調整は、追加の検討事項を
提起する。たとえば、本開示のいくつかの態様では、SIRの目標の調整は、一次ストリー
ム610のBLER性能および/またはHARQ不成功の性能に基づき得る。上で説明されたような単
一の内側ループ電力制御が、一次ストリーム610でも搬送され得るDPCCH 622に基づき得る
ことを考慮すると、これは自然な選択であると思われる。さらに、一次ストリーム610のB
LER性能および/またはHARQ不成功の性能に基づくSIRの目標の調整によって、外側ループ
を第2のストリーム612のレート制御に関して維持することで、二次ストリーム612上でのB
LERの目標を達成することができる。
【０１４１】
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　本開示の別の態様では、SIRの目標の調整は、二次ストリーム612のBLER性能および/ま
たはHARQ不成功の性能に基づき得る。ここで、この手法は、MIMOチャネルのより弱い特異
値と関連する大きな減衰に対抗するために、SIRの目標が継続的に上がり、その結果、第1
のストリームのBLERがBLERの目標よりもはるかに低くなる一方で、第2のストリームのBLE
Rの目標は達成すらできないという状況が発生し得るという問題を抱え得る。
【０１４２】
　本開示のさらに別の態様では、SIRの目標の調整は、一次ストリーム610と二次ストリー
ム612の両方のBLER性能および/またはHARQ不成功の性能に基づき得る。たとえば、SIRの
目標は、各MIMOストリームのBLER性能および/またはHARQ不成功の性能の、適切な重み付
けされた関数に従って調整され得る。そのような関数における適切な重み付けによって、
二次ストリームの性能にもある程度の注意を払いつつも、一次ストリームを優先するよう
に、またはその逆のように、SIRの目標を偏向させることができる。この例は、Node Bス
ケジューラにおけるレート制御の外側ループが、一方または他方のストリーム上であるBL
ERの目標またはHARQ不成功の目標を満たすのが困難であることを見出す状況で、有用であ
り得る。
【０１４３】
　SIRの目標が、一次ストリームと二次ストリームの両方のBLER性能および/またはHARQ不
成功の性能に少なくとも一部に基づいて調整される特定の例が、図14のフローチャートに
よって示される処理に従って実施され得る。ここで、処理は、RNC 206によって、またはN
ode B 208に結合される任意の他の適切なネットワークノードによって実施され得る。RNC
 206または、Node B 208以外の他のネットワークノードにおける処理の実行は、それぞれ
のNode Bの間でソフトハンドオーバーを行う場合の性能を向上させることができる。しか
し、本開示の態様による他の例は、Node B 208における示された処理を実施することがで
きる。
【０１４４】
　上で説明されたように、Node B 208がアップリンク送信を受信すると、Node B 208は、
CRCを計算し、CRCをデータブロック中のCRCフィールドと比較することができる。したが
って、ブロック1402において、RNC 206は、たとえば、Node B 208とRNC 206の間のバック
ホール接続を通じて、アップリンクMIMO送信の各ストリームのためのCRC比較の結果を受
信することができる。ブロック1404において、CRCの結果に従って、処理は、一次ストリ
ーム610と二次ストリーム612のうちの少なくとも1つの、BLER性能および/またはHARQ不成
功の性能を求めることができる。いくつかの例では、上で説明されたように、たとえば、
BLER性能および/またはHARQ不成功の性能のような基準は、両方のストリームに対して実
際には求められ得る。したがって、ブロック1406において、処理は、一次ストリームと二
次ストリームのうちの少なくとも1つのために、ブロック1004において求められたBLER性
能および/またはHARQ不成功の性能に従って、新たなSIRの目標を生成することができ、ブ
ロック1408において、処理は、生成されたSIRの目標をNode B 208に送信することができ
る。このようにして、両方のストリームに対して単一の内側ループ電力制御を利用するこ
とで、ストリームの両方の電力制御には、単一のSIRの目標の生成で十分になり得る。
【０１４５】
アップリンクスケジューラ
　本開示のある態様によるアップリンクMIMOシステムについてのさらに別の検討事項は、
アップリンクスケジューラの設計に関する。アップリンクスケジューラはいくつかの態様
を有するが、MIMOアップリンクスケジューラの1つの特定の態様は、単一ストリームのア
ップリンク送信をスケジューリングするか、双対ストリームのアップリンク送信をスケジ
ューリングするかを判断する。ここで、単一ストリームをスケジューリングするか双対ス
トリームをスケジューリングするかの判定を行う際に利用され得る1つの基準は、単一ス
トリームを用いて実現され得るスループットと、双対ストリームを用いて実現され得る合
計のスループットである。
【０１４６】
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　つまり、上で説明されたように、UE 210が単一ストリームを送信している場合、二次パ
イロットチャネルS-DPCCH 618のオーバーヘッドを低減するために、S-DPCCHの電力は、単
一ストリームのオフセットΔscによって、一次パイロットチャネルDPCCH 622の電力に対
してオフセットされ得る。しかし、上で説明されたような本開示のある態様では、データ
が第2のストリームで送信される場合、二次パイロットチャネルS-DPCCH 618の電力は上げ
られ得る。したがって、UE 210が双対ストリームを送信することになれば実現され得る双
対ストリームのスループットを評価するために、本開示のある態様によれば、Node B 208
は、UE 210が2つのストリームを送信するように構成される場合の、二次パイロットチャ
ネルS-DPCCH 618の増強を考慮することができる。つまり、Node B 208におけるスケジュ
ーラは、実際に送信されたものとは異なる送信パイロット電力レベルに起因するであろう
、ノイズに対するトラフィック信号の比を推定することができる。
【０１４７】
　単一ストリームの送信と双対ストリームの送信との可能性のある切り替えを扱わなけれ
ばならないスケジューラに対するさらなる検討事項は、HARQ再送信に関する。たとえば、
HARQ再送信は、HARQ否定応答メッセージが受信された後で、即座に行われないことがある
。さらに、HARQ再送信が不成功となることもあり、複数のHARQ再送信が送信されることが
ある。ここで、HARQ再送信の期間は一定の時間を占めることがあり、HARQ再送信期間にお
いて、双対ストリームの送信と単一ストリームの送信を切り替えるという判断がなされ得
る。この場合、本開示の様々な態様によれば、スケジューラは、どのストリーム上でHARQ
再送信を送信すべきかを判定するために、いくつかの要因を考慮することができる。
【０１４８】
　具体的には、スケジューラが考慮し得る3つの一次な状況がある。1つの状況では、UE 2
10が単一ストリームでパケットを送信した場合に、そのパケットは不成功となる可能性が
あり、不成功のパケットのHARQ再送信が、1回または複数回起こり得る。HARQ再送信期間
において、UE 210は、双対トランスポートブロックを利用したMIMO送信のような双対スト
リーム送信へと切り替えよという、命令を受信することがある。別の状況では、UE 210が
双対ストリームでパケットを送信した場合に、そのパケットが弱く送信され、二次ストリ
ーム612が不成功となる可能性があり、不成功のパケットのHARQ再送信が、1回または複数
回起こり得る。HARQ再送信期間において、UE 210は、単一トランスポートブロックを利用
したCLTD送信のような単一ストリーム送信へと切り替えよという、命令を受信することが
ある。さらに別の状況では、UE 210が双対ストリームでパケットを送信した場合に、より
強い一次ストリーム610で送信されたパケットが不成功になる可能性があり、不成功のパ
ケットのHARQ再送信が、1回または複数回起こり得る。HARQ再送信期間において、UE 210
は、単一トランスポートブロックを利用したCLTD送信のような単一ストリーム送信へと切
り替えよという、命令を受信することがある。これらの場合の各々において、スケジュー
ラは、単一ストリームと双対ストリームを実際に切り替えるかどうかを判断し、切り替え
る場合、どのストリームでHARQ再送信を送信すべきかを判断しなければならない。これら
の状況の各々が、次いで以下で論じられる。
【０１４９】
　図15は、HARQ再送信期間において、単一ストリーム送信から双対ストリーム送信へ切り
替えよという命令をUE 210がいつ受信するかをアップリンクスケジューラが捕捉するため
の、例示的な処理1500を示すフローチャートである。ここで、処理1500は、UE 210に位置
し得る、処理システム2014内で行われ得る。別の態様では、処理1500は、図21に示される
UE 2154によって実施され得る。当然、本開示の範囲内の様々な態様では、処理1500は、
単一ストリームのアップリンクおよび双対ストリームを利用するMIMOアップリンクを送信
できる、任意の適切な装置によって実施され得る。
【０１５０】
　処理1500によれば、ブロック1502において、UE 210は、単一ストリームを利用してアッ
プリンクを送信することができる。たとえば、UE 210は、単一ストリームの送信に物理的
なアンテナ606と608の両方を利用し得るCLTDモードで、E-DPDCH 624を利用して単一のト
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ランスポートブロックを送信することができる。ブロック1502での単一ストリーム送信に
基づいて、ブロック1504において、UE 210は、受信機における送信の復号の不成功を示す
HARQフィードバックを受信することができる。ここで、上で説明されたように、HARQフィ
ードバックは、E-HICHでHARQエンティティ506に提供される、ACK/NACKシグナリング510を
含み得る。したがって、上で説明されたように、HARQエンティティ506は、復号の不成功
に対応する、不成功のMAC PDUを再送信すると決定することができる。この時点で、また
はそれに近い時点で、ブロック1506において、UE 210は、双対ストリームを送信すると決
定することができる。たとえば、UE 210は、MIMO送信のために双対ストリームモードへ切
り替えよという命令を、ネットワークから受信することができる。別の例では、UE 210は
、適切な基準に基づいて、MIMO送信のために双対ストリームモードへ切り替えると決定す
ることができる。
【０１５１】
　したがって、UE 210が不成功のパケットを再送信しようとしているHARQ再送信期間にお
いて、UE 210のアップリンクスケジューラは、再送信を処理するとともに、単一ストリー
ムモードから双対ストリームモードへと切り替えなければならない。ここでの問題は、UE
は電力が限られており、双対ストリーム送信のための電力の許可を、2つのストリームに
割り当てなければならないということである。したがって、最初は単一ストリームで送信
されていたパケットを双対ストリームの1つで再送信すべきである場合、再送信に利用可
能なE-DCHの電力は、二次ストリームを収容するために、1/2に減らす必要がある。
【０１５２】
　したがって、本開示のある態様では、ブロック1508において、UE 210は、単一ストリー
ムを利用してアップリンクの送信を維持することができる。つまり、双対ストリームモー
ドへと切り替えるとブロック1506で判定しても、本開示のある態様によるUE 210は、復号
の不成功に対応するHARQ再送信が完了するまで、双対ストリームモードへの変更を見合わ
せることができる。
【０１５３】
　ブロック1510において、UE 210は、ブロック1508での送信に対応する、さらなるHARQフ
ィードバック510を受信することができる。ここで、ブロック1510で受信されたHARQフィ
ードバック510が、否定応答(NACK)を送信することによってブロック1508における送信の
さらなる復号の不成功を示す場合、処理は、ブロック1508へと戻り、単一ストリームを利
用したアップリンクの送信を維持し続けることができる。しかし、ブロック1510で受信さ
れたHARQフィードバック510が、肯定応答(ACK)を送信することによって復号の成功を示す
場合、ブロック1512において、UE 210は、たとえば2つのトランスポートブロックを利用
するMIMO送信として、双対ストリームを利用してアップリンクを送信することができる。
【０１５４】
　図16は、HARQ再送信期間において、双対ストリーム送信から単一ストリーム送信へ切り
替えよという命令をUE 210がいつ受信するかをアップリンクスケジューラが捕捉するため
の、例示的な処理1600を示すフローチャートである。ここで、処理1600は、UE 210に位置
し得る、処理システム2014内で行われ得る。別の態様では、処理1600は、図21に示される
UE 2154によって実施され得る。当然、本開示の範囲内の様々な態様では、処理1600は、
単一ストリームのアップリンクおよび双対ストリームを利用するMIMOアップリンクを送信
できる、任意の適切な装置によって実施され得る。
【０１５５】
　処理1600によれば、ブロック1602において、UE 210は、第1のストリームおよび第2のス
トリームを利用してアップリンクを送信することができる。ここで、「第1のストリーム
」および「第2のストリーム」という用語は、単に指名するものであり、いずれかのスト
リームが、一次プリコーディングベクトル610で送信される一次ストリームと、二次プリ
コーディングベクトル612で送信される二次ストリームとのうちの1つに対応し得る。たと
えば、一方のストリームは、データチャネルE-DPDCH 624の一次トランスポートブロック
を含んでよく、他方のストリームはデータチャネルS-E-DPDCH 620の二次トランスポート
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ブロックを含んでよく、これらはそれぞれ、直交するプリコーディングベクトル[w1, w2]
および[w3, w4]を利用して送信され得る。この例の図6に示される構成では、一次ストリ
ームがより強い固有モードであり、二次ストリームがより弱い固有モードである。
【０１５６】
　ブロック1602での双対ストリーム送信に基づいて、ブロック1704において、UE 210は、
第1のストリームでのパケットの復号の不成功および第2のストリームでのパケットの復号
の成功を示す、HARQフィードバックを受信することができる。ここで、上で説明されたよ
うに、HARQフィードバックは、E-HICHでHARQエンティティ506に提供される、ACK/NACKシ
グナリング510を含み得る。したがって、HARQフィードバックは、ストリームの一方に対
する肯定応答(ACK)と、他方のストリームに対する否定応答(NACK)とを含み得る。したが
って、上で説明されたように、HARQエンティティ506は、復号の不成功に対応する不成功
のMAC PDUを、二次ストリームで再送信すると決定することができる。たとえば、一次プ
リコーディングベクトル610を利用して送信されたパケットが不成功に終わることがあり
、これは否定応答(NACK)の受信に対応する。一方、二次プリコーディングベクトル612を
利用して送信されたパケットが成功することがあり、これは肯定応答(ACK)の受信に対応
する。別の例として、一次プリコーディングベクトル610を利用して送信されたパケット
が成功することがあり、これは肯定応答(ACK)の受信に対応する。一方、二次プリコーデ
ィングベクトル612を利用して送信されたパケットが不成功となることがあり、これは否
定応答(NACK)の受信に対応する。
【０１５７】
　この時点で、またはそれに近い時点で、ブロック1610において、UE 210は、単一ストリ
ームを送信すると決定することができる。たとえば、UE 210は、CLTD送信のために単一ス
トリームモードへ切り替えよという命令を、ネットワークから受信することができる。別
の例では、UE 210は、適切な基準に基づいて、単一ストリームモードへ切り替えると決定
することができる。
【０１５８】
　したがって、第1のストリームで送信された不成功のパケットをUEが再送信しようとし
ているHARQ再送信期間において、UE 210のアップリンクスケジューラは、再送信を処理す
るとともに、双対ストリームモードから単一ストリームモードへと切り替えなければなら
ない。
【０１５９】
　本開示のある態様では、ブロック1608において、UE 210は、復号に成功したパケットに
対応する第2のストリームから、復号の不成功に対応する第1のストリームへと、電力を割
り当てることができる。このようにして、単一ストリーム送信は、双対ストリームモード
で送信された双対ストリームのいずれかの電力よりも、大きな電力を有することができ、
以後の再送信の復号が成功する可能性を高める。いくつかの例では、E-DCH上で利用可能
なすべての電力が、第1のストリームに割り当てられ得る。つまり、ブロック1610におい
て、UE 210は、第1のストリームでの復号の不成功に対応するHARQ再送信を、第1のストリ
ームで送信することができる。つまり、不成功のパケットの送信に利用されたプリコーデ
ィングベクトルが、単一ストリームモードに切り替わった後で、パケットの単一ストリー
ム再送信に利用され得る。
【０１６０】
　図17は、HARQ再送信期間において、双対ストリーム送信から単一ストリーム送信へ切り
替えよという命令をUE 210がいつ受信するかをアップリンクスケジューラが捕捉するため
の、別の例示的な処理1700を示すフローチャートである。ここで、処理1700は、UE 210に
位置し得る、処理システム2014内で行われ得る。別の態様では、処理1700は、図21に示さ
れるUE 2154によって実施され得る。当然、本開示の範囲内の様々な態様では、処理1700
は、単一ストリームのアップリンクおよび双対ストリームを利用するMIMOアップリンクを
送信できる、任意の適切な装置によって実施され得る。
【０１６１】
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　処理1700の第1のブロックは、図16に示される処理1600と同様である。つまり、ブロッ
ク1702、1704、および1706は、ブロック1602、1604、および1606に関して上で説明された
ものとほぼ同様であってよく、上で説明されたものと同一の、これらのブロックの部分は
繰り返さない。しかし、処理1600と異なり、処理1700は、パケットが以前に送信されたプ
リコーディングベクトルとは異なるプリコーディングベクトルで、再送信されるパケット
を提供することができる。したがって、ブロック1708において、UE 210は、復号の不成功
に対応する第1のストリームから、復号に成功したパケットに対応する第2のストリームへ
と、電力を割り当てることができる。このようにして、処理1600と同様に、単一ストリー
ム送信は、双対ストリームモードで送信された双対ストリームのいずれかの電力よりも、
大きな電力を有することができ、以後の再送信の復号が成功する可能性を高める。いくつ
かの例では、E-DCH上で利用可能なすべての電力が、第2のストリームに割り当てられ得る
。したがって、ブロック1710において、UE 210は、第1のストリームでの復号の不成功に
対応するHARQ再送信を、第2のストリームで送信することができる。つまり、成功したパ
ケットの送信に利用されたプリコーディングベクトルが、単一ストリームモードに切り替
わった後で、HARQ再送信の単一ストリーム送信に利用され得る。したがって、本開示のあ
る態様では、単一ストリームモードに切り替わった後で、ある1つのプリコーディングベ
クトルを利用して送信されたときには不成功であったパケットは、他のプリコーディング
ベクトルを利用して再送信され得る。
【０１６２】
　本開示のさらなる態様では、双対ストリームモードから単一ストリームモードへと切り
替えるかどうかに関する決定は、E-TFC選択エンティティ504によって行われ得る。ここで
、この選択は、次のアップリンク送信のためにUE 210へ許可された利用可能な電力、双対
ストリーム送信のための最小のサポートされるトランスポートブロックサイズを搬送する
のに必要であり得る電力がどの程度か、またはチャネルの状態のような、様々な要因に応
じ得る。たとえば、チャネルの状態が悪い場合、ストリーム当たりの利用可能な電力を増
やすために、単一ストリームのみを送信するのが望ましいことがある。さらに、双対スト
リーム送信のための特定のサイズのトランスポートブロックを搬送するのに十分な電力が
利用可能ではない場合、単一ストリームのみを送信するのが望ましいことがある。一方、
両方のストリームを利用できる場合には、スループットを増大させるために、アップリン
クMIMOで双対ストリームを送信するのが一般に望ましいことがある。
【０１６３】
　たとえば、図18は、本開示のいくつかの態様による、アップリンクスケジューリングの
ための別の例示的な処理1800を示す。ここで、処理1800は、UE 210に位置し得る、処理シ
ステム2014内で行われ得る。別の態様では、処理1800は、図21に示されるUE 2154によっ
て実施され得る。当然、本開示の範囲内の様々な態様では、処理1800は、単一ストリーム
のアップリンクおよび双対ストリームを利用するMIMOアップリンクを送信できる、任意の
適切な装置によって実施され得る。
【０１６４】
　ブロック1802において、UE 210は、アップリンクMIMO送信で双対ストリームを送信する
。ブロック1804において、UE 210は、より強い一次ストリーム610での復号の不成功およ
びより弱い二次ストリーム612での復号の成功を示す、HARQフィードバックを受信する。
この場合、本開示のある態様によれば、UE 210は、適切な要因に従って、単一ストリーム
を送信するか双対ストリームを送信するかを判定することができる。単一ストリームが選
択されると、ブロック1806において、UE 210は、E-DCH上のすべての利用可能な電力を、
単一ストリーム送信として一次プリコーディングベクトル610に割り当てることができ、
ブロック1808において、UE 210は、一次プリコーディングベクトル610を利用して、パケ
ットのHARQ再送信を続けることができる。一方、双対ストリームが選択されると、ブロッ
ク1810において、UE 210は、一次プリコーディングベクトルを利用して、パケットのHARQ
再送信を続けて、より弱い二次プリコーディングベクトルでの新たに選択されたパケット
の送信を開始することができる。つまり、不成功のパケットのHARQ再送信は、不成功のパ
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ケットに対応するストリーム上で継続することができ、成功したパケットに対応するスト
リーム上で送信するための、新たなパケットが選択され得る。
【０１６５】
　別の例として、図19は、本開示のいくつかの態様による、アップリンクスケジューリン
グのための別の例示的な処理1900を示す。ここで、処理1900は、UE 210に位置し得る、処
理システム2014内で行われ得る。別の態様では、処理1900は、図21に示されるUE 2154に
よって実施され得る。当然、本開示の範囲内の様々な態様では、処理1900は、単一ストリ
ームのアップリンクおよび双対ストリームを利用するMIMOアップリンクを送信できる、任
意の適切な装置によって実施され得る。
【０１６６】
　ブロック1902において、UE 210は、アップリンクMIMO送信で双対ストリームを送信する
。ブロック1904において、UE 210は、より弱い二次ストリーム612での復号の不成功およ
びより強い一次ストリーム610での復号の成功を示す、HARQフィードバックを受信する。
この場合、本開示のある態様によれば、ブロック1906において、UE 210は、適切な要因に
従って、単一ストリームを送信するか双対ストリームを送信するかを判定することができ
る。単一ストリームが選択されると、ブロック1908において、UE 210は、E-DCH上のすべ
ての利用可能な電力を、単一ストリーム送信として二次プリコーディングベクトルに割り
当てることができ、ブロック1910において、UE 210は、二次プリコーディングベクトル61
2を利用して、パケットのHARQ再送信を続けることができる。
【０１６７】
　一方、双対ストリームがブロック1906において選択されると、E-TFC選択エンティティ5
04は、次の送信時間間隔での送信の生成における追加の要因を考慮することができる。た
とえば、上で説明されたように、E-TFC選択エンティティ504は、トランスポートブロック
610および612の各々に対する絶対許可のようなスケジューリングシグナリング508を、あ
る間隔で受信する。ここで、スケジューリング許可がUE 210に与えられる間隔は、各々の
送信時間間隔ほど頻繁ではなくてもよい。したがって、この状況では、次の送信時間間隔
において各ストリームで送信すべきパケットを決定する際、E-TFC選択エンティティ504は
、過去のある時点で受信されたスケジューリング許可に頼り得る。E-AGCHで与えられたス
ケジューリング許可は一般に、ストリームの各々の電力、およびストリームの各々のトラ
ンスポートブロックサイズを提供する。
【０１６８】
　本開示のある態様によれば、一次プリコーディングベクトル610での復号の成功および
二次プリコーディングベクトル612上での復号の不成功を示すHARQフィードバックをブロ
ック1904で受信した後で、双対ストリームが選択されると、E-TFC選択エンティティ504は
、二次プリコーディングベクトル612で送信されるべきHARQエンティティ506によって提供
される再送信パケットとともに一次プリコーディングベクトル610上で送信されるべき、
次のパケットを選択することができる。ここで、本開示のいくつかの態様によるアップリ
ンクMIMOシステムは、同一の直交可変拡散係数(OVSF)または単に拡散係数が、両方のスト
リームに対して利用されるべきであるという要件によって、制限され得る。しかし、いく
つかの拡散係数を利用するために、次に選択されるパケットのトランスポートブロックサ
イズは、少なくともある最小のビット長を有することが必要であり得る。たとえば、次に
選択されるパケットの最小のトランスポートブロックサイズは3988ビットであってよく、
次に選択されるパケットが、二次ストリーム612で再送信されるパケットと同一の拡散係
数を利用して送信されるべきである場合、一次ストリーム610のために選択されるパケッ
トは、長さが3988ビットよりも大きくなければならない。
【０１６９】
　本開示のさらなる態様では、E-TFC選択エンティティ504は、次の送信のために一次スト
リーム610が利用可能な電力を考慮することができる。つまり、二次ストリーム612上での
HARQ再送信を含むべきある特定の送信時間間隔のために利用されるスケジューリング許可
が、何らかの前の時点で許可されていることがあるので、一次ストリーム610上で送信す
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べき以後のパケットの選択には、アップリンク電力ヘッドルームについての問題が伴い得
る。したがって、E-TFC選択エンティティ504は、一次ストリーム610の利用可能な電力が
、双対ストリーム(たとえばrank=2 MIMO)送信のために一次ストリーム610上でサポートさ
れる最小のトランスポートブロックサイズを搬送するための最小の電力よりも大きいかど
うかを、考慮することができる。
【０１７０】
　したがって、図19に戻ると、ブロック1906において、UE 210が、状態が双対ストリーム
rank=2 MIMO送信に好都合であり得ると判定すると、ブロック1912において、E-TFC選択エ
ンティティ504が、一次ストリーム610上で送信するための次のパケットを選択することが
できる。ブロック1914において、E-TFC選択エンティティ504は、ブロック1912で選択され
たパケットのトランスポートブロックサイズ(TBS)が、最小のトランスポートブロックサ
イズよりも大きいかどうかを判定することができる。大きくない場合、処理が最小のトラ
ンスポートブロックサイズの要件によって制限されると、処理はブロック1908に戻り、す
べてのE-DCHの電力を一次プリコーディングベクトル610に割り当て、ブロック1910に戻り
、二次プリコーディングベクトルを利用して、単一ストリームrank=1送信で、不成功のパ
ケットを再送信することができる。
【０１７１】
　しかし、本開示のある態様では、UE 210は、最小トランスポートブロックサイズに対す
る全般的な要件に背くことが可能にされ得る。つまり、選択されたトランスポートブロッ
クサイズが最小のトランスポートブロックサイズよりも小さくても、E-TFC選択エンティ
ティ504はやはり、選択されたトランスポートブロックを一次ストリーム610で送信するこ
とができる。ここで、一次ストリーム610での選択されたトランスポートブロックの送信
は、二次ストリーム612での再送信とは異なる拡散係数を利用することができ、または、
二次ストリーム612上での再送信の拡散係数は、適切な設計判断に従って、一次ストリー
ム610で送信されるべき新たなトランスポートブロックのために利用される拡散係数と一
致するように、変更され得る。
【０１７２】
　ブロック1916において、E-TFC選択エンティティ504は、一次ストリーム610の利用可能
な電力が、双対ストリーム送信のためにサポートされる最小のトランスポートブロックサ
イズを搬送するための最小の電力よりも大きいかどうかを、判定することができる。ここ
で、最小の利用可能な電力の要件は、実際には、上で説明された要件、すなわち最小のト
ランスポートブロックサイズの要件と同一であってよい。つまり、利用可能な電力は、最
小のトランスポートブロックサイズをサポートするには不十分であり得る。利用可能な電
力が最小の電力よりも大きくない場合、処理が最小のトランスポートブロックサイズの要
件によって制限されると、E-TFC選択エンティティ504は、上で説明されたように、ブロッ
ク1908および1910に戻り、単一ストリームを利用して不成功のパケットを再送信すること
ができる。
【０１７３】
　しかし、本開示のある態様では、UE 210は、最小の電力に対する全般的な要件に背くこ
とが可能にされ得る。つまり、一次ストリーム610の利用可能な電力が、双対ストリーム
送信のためにサポートされる最小のトランスポートブロックサイズを搬送するための最小
の電力よりも大きくなくても、処理はブロック1918へと進むことができ、UE 210は、一次
プリコーディングベクトル610を利用して新たなパケットを送信し、二次プリコーディン
グベクトル612を利用して不成功のパケットを再送信することができる。ここで、送信さ
れるパケットは、最小のトランスポートブロックサイズの要件によって一般に要求される
ものよりも小さいなトランスポートブロックサイズを有し得るが、そのより小さなトラン
スポートブロックサイズで、利用可能な電力は十分であり得る。この場合、上記のように
、一次ストリーム610での選択されたトランスポートブロックの送信は、二次ストリーム6
12での再送信とは異なる拡散係数を利用することができ、または、二次ストリーム612上
での再送信の拡散係数は、適切な設計判断に従って、一次ストリーム610で送信されるべ
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き新たなトランスポートブロックのために利用される拡散係数と一致するように、変更さ
れ得る。
【０１７４】
　本開示の様々な態様によれば、要素または要素の一部分または要素の組合せを、1つま
たは複数のプロセッサを含む「処理システム」で実装できる。プロセッサの例として、マ
イクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナルプロセッサ(DSP)、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブルロジックデバイス(PLD)、状態
機械、ゲート論理回路、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって説明される
様々な機能を実施するように構成された他の適切なハードウェアがある。
【０１７５】
　処理システム内の1つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行することができ
る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、
ハードウェア記述言語と呼ばれるか、他の名称で呼ばれるかに関わらず、命令、命令セッ
ト、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフ
トウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェア
パッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド
、手順、機能などを意味するよう広く解釈されるべきである。ソフトウェアはコンピュー
タ可読媒体に存在し得る。コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体であ
ってよい。非一時的コンピュータ可読媒体は、例として、磁気記憶デバイス(たとえば、
ハードディスク、フロッピー(登録商標)ディスク、磁気ストリップ)、光ディスク(たとえ
ば、コンパクトディスク(CD)、デジタル多目的ディスク(DVD))、スマートカード、フラッ
シュメモリデバイス(たとえば、カード、スティック、キードライブ)、ランダムアクセス
メモリ(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)、プログラマブルROM(PROM)、消去可能PROM(EPROM)
、電気的消去可能PROM(EEPROM)、レジスタ、取り外し可能ディスク、ならびに、コンピュ
ータがアクセスし読み取ることができるソフトウェアおよび/または命令を保存するため
の任意の他の適切な媒体を含む。また、コンピュータ可読媒体は、例として、搬送波、伝
送路、ならびに、コンピュータがアクセスし読み取ることができるソフトウェアおよび/
または命令を送信するための任意の他の適切な媒体も含み得る。コンピュータ可読媒体は
、処理システムの中に存在してもよく、処理システムの外に存在してもよく、または処理
システムを含む複数のエンティティに分散してもよい。コンピュータ可読媒体は、コンピ
ュータプログラム製品として具現化され得る。例として、コンピュータプログラム製品は
、パッケージング材料内のコンピュータ可読媒体を含み得る。当業者は、具体的な用途お
よびシステム全体に課せられた全体的な設計制約に応じて、本開示全体にわたって示され
る説明される機能を最善の形で実装する方法を認識するだろう。
【０１７６】
　図20は、処理システム2014を使用する装置2000のハードウェア実装の一例を示す概念図
である。この例では、処理システム2014は、バス2002によって全般的に表されるバスアー
キテクチャで実装され得る。バス2002は、処理システム2014の具体的な用途および全体的
な設計制約に応じて、任意の数の相互接続するバスおよびブリッジを含み得る。バス2002
は、プロセッサ2004によって全般に表される1つまたは複数のプロセッサ、メモリ2005、
およびコンピュータ可読媒体2006によって全般に表されるコンピュータ可読媒体を含む、
様々な回路を互いにつなぐ。バス2002は、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、お
よび電力管理回路など、様々な他の回路をつなぐこともでき、これらの回路は当技術分野
で知られているのでこれ以上は説明しない。バスインターフェース108は、バス2002と送
受信機2010との間にインターフェースを提供する。送受信機2010は、送信媒体上の様々な
他の装置と通信するための手段を提供する。また、装置の性質に応じて、ユーザインター
フェース2012(たとえば、キーパッド、ディスプレイ、スピーカー、マイクロフォン、ジ
ョイスティックなど)も設けられてよい。
【０１７７】
　プロセッサ2004は、バス2002の管理、およびコンピュータ可読媒体2006に記憶されたソ
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フトウェアの実行を含む全般的な処理を受け持つ。ソフトウェアは、プロセッサ2004によ
って実行されると、任意の特定の装置の以下で説明される様々な機能を処理システム2014
に実行させる。コンピュータ可読媒体2006は、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ
104によって操作されるデータを記憶するために使用されてもよい。
【０１７８】
　図21は、例示的なUE 2150と通信している例示的なNode B 2110のブロック図であり、No
de B 2110は図2のNode B 208であってよく、UE 2150は図2のUE 210であってよい。ダウン
リンク通信では、コントローラまたはプロセッサ2140が、データソース2112からデータを
受信することができる。送信プロセッサ2120の、符号化方式、変調方式、拡散方式および
/またはスクランブリング方式を決定するために、チャネル推定が、コントローラ/プロセ
ッサ2140によって使われ得る。これらのチャネル推定は、UE 2150によって送信される基
準信号から、またはUE 2150からのフィードバックから、導出され得る。送信機2132は、1
つまたは複数のアンテナ2134を通じたワイヤレス媒体によるダウンリンク送信のために、
増幅、フィルタリング、およびフレームのキャリア上への変調を含む、様々な信号調整機
能を提供することができる。アンテナ2134は、たとえば、ビームステアリング双方向適応
アンテナアレイ、MIMOアレイ、または任意の他の適切な送信/受信技術を含む、1つまたは
複数のアンテナを含み得る。
【０１７９】
　UE 2150において、受信機2154は、1つまたは複数のアンテナ2152を通じてダウンリンク
送信を受信し、その送信を処理してキャリア上へ変調されている情報を回復する。受信機
2154によって回復される情報は、コントローラ/プロセッサ2190へ与えられる。プロセッ
サ2190は、シンボルを逆スクランブルおよび逆拡散し、変調方式に基づいて、Node B 211
0によって送信された、最も可能性の高い信号配置点を求める。これらの軟判定は、プロ
セッサ2190によって計算されるチャネル推定に基づき得る。そして軟判定は、データ信号
、制御信号、および参照信号を回復するために、復号されてデインターリーブされる。そ
して、フレームの復号が成功したかどうか判定するために、CRCコードが確認される。次
いで、復号に成功したフレームによって搬送されるデータがデータシンク2172に与えられ
、データシンク2172は、UE 2150および/または様々なユーザインターフェース(たとえば
ディスプレイ)において実行されているアプリケーションを表す。復号に成功したフレー
ムが搬送する制御信号は、コントローラ/プロセッサ2190に与えられる。フレームの復号
が不成功となると、コントローラ/プロセッサ2190は、確認応答(ACK)プロトコルおよび/
または否定応答(NACK)プロトコルを用いて、そうしたフレームの再送信要求をサポートす
ることもできる。
【０１８０】
　アップリンクでは、データ源2178からのデータおよびコントローラ/プロセッサ2190か
らの制御信号が提供される。データ源2178は、UE 2150で実行されているアプリケーショ
ンおよび様々なユーザインターフェース(たとえばキーボード)を表し得る。Node B 2110
によるダウンリンク送信に関して説明される機能と同様に、プロセッサ2190は、CRCコー
ド、FECを支援するための符号化およびインターリービング、信号配置へのマッピング、O
VSFによる拡散、および、一連のシンボルを生成するためのスクランブリングを含む、様
々な信号処理機能を提供する。Node B 2110によって送信される基準信号から、または、N
ode B 2110によって送信されるミッドアンブル中に含まれるフィードバックから、プロセ
ッサ2190によって導出されるチャネル推定が、適切な符号化方式、変調方式、拡散方式、
および/またはスクランブリング方式を選択するために、使われ得る。プロセッサ2190に
よって生成されるシンボルは、フレーム構造を作成するために利用される。プロセッサ21
90は、追加の情報とシンボルとを多重化することによって、このフレーム構造を作成し、
一連のフレームが得られる。次いでこのフレームは送信機2156に与えられ、送信機2156は
、1つまたは複数のアンテナ2152を通じたワイヤレス媒体によるアップリンク送信のため
に、増幅、フィルタリング、およびフレームのキャリア上への変調を含む、様々な信号調
整機能を提供する。
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【０１８１】
　アップリンク送信は、UE 2150において受信機機能に関して説明されたのと同様の方式
で、Node B 2110において処理される。受信機2135は、1つまたは複数のアンテナ2134を通
じてアップリンク送信を受信し、その送信を処理してキャリア上へ変調されている情報を
回復する。受信機2135によって回復された情報は、各フレームを解析するプロセッサ2140
へ与えられる。プロセッサ2140は、UE 2150中のプロセッサ2190によって実行される処理
の逆を実行する。次いで、復号に成功したフレームによって搬送されるデータ信号および
制御信号が、データシンク2139に与えられ得る。フレームの一部が、受信プロセッサによ
る復号が不成功となると、コントローラ/プロセッサ2140は、確認応答(ACK)プロトコルお
よび/または否定応答(NACK)プロトコルを用いて、そうしたフレームの再送信要求をサポ
ートすることもできる。
【０１８２】
　コントローラ/プロセッサ2140および2190は、それぞれNode B 2110およびUE 2150にお
ける動作を指示するために使われ得る。たとえば、コントローラ/プロセッサ2140および2
190は、タイミング、周辺インターフェース、電圧調整、電力管理、および他の制御機能
を含む、様々な機能を提供することができる。メモリ2142および2192のコンピュータ可読
媒体は、それぞれ、Node B 2110およびUE 2150のためのデータおよびソフトウェアを記憶
することができる。
【０１８３】
　W-CDMAシステムを参照して、遠隔通信システムのいくつかの態様を示してきた。当業者
が容易に理解するように、本開示全体にわたって説明される様々な態様は、他の通信シス
テム、ネットワークアーキテクチャおよび通信規格に拡張され得る。
【０１８４】
　例として、様々な態様は、TD-SCDMAおよびTD-CDMAのような、他のUMTSシステムに拡張
され得る。様々な態様はまた、Long Term Evolution(LTE)(FDD、TDD、またはこれら両方
のモードの)、LTE-Advanced(LTE-A)(FDD、TDD、またはこれら両方のモードの)、CDMA2000
、Evolution-Data Optimized(EV-DO)、Ultra Mobile Broadband(UMB)、IEEE 802.11(Wi-F
i)、IEEE 802.16(WiMAX)、IEEE 802.20、Ultra-Wideband(UWB)、Bluetooth(登録商標)、
および/または他の適切なシステムを利用する、システムに拡張され得る。実際の利用さ
れる遠隔通信規格、ネットワークアーキテクチャ、および/または通信規格は、具体的な
用途およびシステムに課される全体の設計制約に依存する。
【０１８５】
　上記の説明は、本明細書で説明される様々な態様を当業者が実施できるようにするため
に与えられた。これらの態様への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本明細書
で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、請求項は本明細書で示す
態様に限定されるよう意図されているわけではなく、請求項の文言と整合するすべての範
囲を許容するように意図されており、単数の要素への言及は、そのように明記されていな
い限り、「唯一無二の」ではなく、「1つまたは複数の」を意味するよう意図されている
。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は「1つまたは複数の」を意
味する。項目の列挙「のうちの少なくとも1つ」という語句は、単一の要素を含め、それ
らの項目の任意の組合せを意味する。たとえば、「a、bまたはcのうちの少なくとも1つ」
は、「a」、「b」、「c」、「aおよびb」、「aおよびc」、「bおよびc」、「a、bおよびc
」を含むことが意図されている。当業者が知っているか、後に知ることになる、本開示全
体にわたって説明された様々な態様の要素と構造的かつ機能的に同等のものはすべて、参
照により本明細書に明確に組み込まれ、請求項によって包含されることが意図される。ま
た、本明細書で開示する内容は、そのような開示が請求項で明記されているか否かに関わ
りなく、公に供することは意図されていない。請求項のいかなる要素も、「のための手段
」という語句を使用して要素が明記されている場合、または方法クレームで「のためのス
テップ」という語句を使用して要素が記載されている場合を除き、米国特許法第112条第6
項の規定に基づき解釈されることはない。
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【符号の説明】
【０１８６】
　　510　HARQフィードバック
　　610　一次仮想アンテナ
　　612　二次仮想アンテナ
　　2006　コンピュータ可読媒体
　　2156　送信機
　　2190　プロセッサ
　　2192　メモリ

【図１】 【図２】
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